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総
合
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ジ　
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地
元
若
者　
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企
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運
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目
指　
す　
は　
賑　
わ　
い　
発
信
基
地　
」　

発電所のある風景
「世界一の出力を誇る柏崎刈羽原子力発電所」
（新潟県・柏崎市）



「　
国　
の　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
政　
策　
に　
協　
力　
す　

る　
こ　
と　
、　
発　
電　
所　
建　
設　
を　
契　
機　
と　

し　
て　
地　
域　
振　
興　
を　
推　
進　
す　
る　
こ　
と　
」　

を　
主　
な　
目　
的　
と　
し　
、　
原　
子　
力　
発　
電　

に　
な　
じ　
み　
の　
な　
い　
市　
民　
へ　
の　
理　
解　

活　
動　
を　
精　
力　
的　
に　
進　
め　
ま　
し　
た　
。　

建　
設　
推　
進　
と　
反　
対　
の　
意　
見　
で　
市　
内　

が　
二　
分　
し　
て　
し　
ま　
う　
苦　
難　
を　
克　
服　

し　
着　
工　
か　
ら　
四　
半　
世　
紀　
後　
の　
平　
成　

九　
年　
七　
月　
、　
世　
界　
一　
の　
発　
電　
所　
は　

完　
成　
し　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　
は　
関　
東　
圏　

で　
消　
費　
さ　
れ　
る　
電　
力　
の　
実　
に　
二　
割　

強　
を　
柏　
崎　
刈　
羽　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
が　

送　
り　
出　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

産　
業　
の　
面　
か　
ら　
見　
る　
と　
、　
柏　
崎　

は　
商　
業　
と　
機　
械　
金　
属　
工　
業　
が　
盛　
ん　

柏　
崎　
市　
は　
、　
世　
界　
一　
の　
出　
力　
を　

誇　
る　
東　
京　
電　
力　
㈱　
柏　
崎　
刈　
羽　
原　
子　

力　
発　
電　
所　
の　
立　
地　
す　
る　
ま　
ち　
で　
す　
。　

現　
在　
は　
新　
潟　
県　
内　
第　
四　
位　
の　
人　
口　

約　
九　
万　
人　
を　
擁　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
古　

く　
は　
明　
治　
三　
十　
二　
年　
に　
日　
本　
石　
油　

本　
社　
が　
置　
か　
れ　
る　
な　
ど　
「
燃
え
る

水　
」
、　
す　
な　
わ　
ち　
石　
油　
の　
ま　
ち　
と　
し　

て　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
と　
深　
く　
関　
わ　
り　
を　

持　
ち　
な　
が　
ら　
発　
展　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

原　
子　
力　
発　
電　
所　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

昭　
和　
四　
十　
四　
年　
、　
市　
議　
会　
で　
誘　
致　

決　
議　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
と　

前　
後　
し　
て　
故　
小　
林　
治　
助　
市　
長　
を　
応　

援　
す　
る　
青　
年　
層　
が　
一　
致　
団　
結　
し　
、　

市　
議　
会　
、　
商　
工　
会　
議　
所　
と　
と　
も　
に　

11

産　
業　
の　
中　
心　
は　
商　
業　
と　

機　
械　
金　
属　
工　
業　

電
源
地
域　
の　
ト　
ッ　
プ　
ラ　
ン　
ナ　
ー　
・　

産
業
創
造
都
市

新
潟
県

柏
崎
市

で　
す　
。　
江　
戸　
時　
代　
か　
ら　
小　
千　
谷　
縮　

や　
近　
隣　
の　
産　
物　
の　
積　
出　
港　
で　
あ　
り　
、　

北　
前　
船　
が　
寄　
港　
す　
る　
貿　
易　
都　
市　
と　

し　
て　
繁　
栄　
し　
、　
ま　
た　
、　
戦　
前　
か　
ら　

自　
動　
車　
精　
密　
部　
品　
を　
中　
心　
と　
す　
る　

工　
業　
が　
発　
展　
し　
ま　
し　
た　
。　
特　
に　
、　

柏　
崎　
に　
進　
出　
し　
た　
大　
手　
製　
造　
業　
が　

大　
き　
く　
成　
長　
し　
て　
い　
く　
中　
で　
、　
広　

範　
な　
関　
連　
企　
業　
群　
・　
下　
請　
け　
企　
業　

群　
が　
形　
成　
さ　
れ　
、　
順　
調　
に　
発　
展　
を　

遂　
げ　
た　
時　
期　
が　
続　
き　
ま　
し　
た　
。　
一　

方　
、　
郊　
外　
の　
大　
型　
店　
舗　
が　
賑　
わ　
い　

を　
見　
せ　
る　
中　
、　
衰　
退　
し　
て　
い　
く　
中　

心　
市　
街　
地　
に　
対　
し　
て　
再　
開　
発　
事　
業　

を　
実　
施　
し　
、　
賑　
わ　
い　
を　
取　
り　
戻　
し　

つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
現　
在　
も　
近　
隣　
の　
刈　
羽　
郡　

三　
町　
一　
村　
を　
含　
め　
た　
各　
産　
業　
の　
中　

心　
地　
で　
あ　
り　
、　
広　
域　
行　
政　
の　
核　
と　

し　
て　
大　
き　
な　
役　
割　
を　
果　
た　
し　
て　
い　

ま　
す　
。　

今　
回　
、　
柏　
崎　
市　
の　
産　
業　
の　
中　
核　

で　
あ　
る　
商　
工　
業　
を　
取　
り　
上　
げ　
、　
平　

成　
十　
三　
年　
に　
完　
成　
し　
た　
中　
心　
市　
街　

地　
の　
商　
業　
地　
域　
活　
性　
化　
事　
業　
と　
、　

新　
規　
分　
野　
へ　
の　
進　
出　
や　
産　
学　
官　
連　

携　
を　
目　
指　
す　
工　
業　
振　
興　
策　
に　
つ　
い　

て　
検　
証　
し　
て　
み　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

石　
油　
の　
町　
か　
ら　

世　
界　
一　
の　
原　
子　
力　
の　
ま　
ち　
へ　

特集　電源地域のサクセス・ストーリー

新潟県・柏崎市
電源地域のトップランナー・産業創造都市‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1

産業復興に挑む柏崎市
─柏崎市産業振興部が取り組む商工業振興策─ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 2

■People プランナー

「起業しやすい町」で新しい企業を育てたい
柏崎商工会議所　内藤信寛さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3

高い金属加工技術を地元に継承し
新規分野を開拓します

酒井鉄工所　酒井好道さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4

洗練された生活用品を育て発信しています
青山工芸　品田洋さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6

柏崎の顔「中心商店街」の再生を進めます
最上屋　吉田勝彦さん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

中心市街地活性化事業の
標準工程計画について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

■DATA PAL

柏崎市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

Focus 政策・制度

中心市街地活性化事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

岩手県一関市「総合型チャレンジショップ」
地元若者の企画・運営による「目指すは賑わい発信基地」 ‥‥‥ 14

ふるさとじまんの一品

広島県東広島市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

静岡県富士宮市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

宮崎県野尻町 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21

沖縄県具志川市 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21

情報クリップ

地元産ワサビの加工・販売事業
株式会社つえエーピー（大分県中津江村） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22

第13回「電気のふるさとじまん市」開催のお知らせ ‥‥ 25

「地域のひろば」は、電気のふるさとの“まちづくり”を応援する情報誌です。

表紙イラスト・相原健二



大　
型　
駐　
車　
場　
を　
備　
え　
た　
大　
型　
店　

の　
郊　
外　
へ　
の　
進　
出　
が　
相　
次　
ぎ　
、　
中　

心　
市　
街　
地　
の　
商　
店　
街　
の　
不　
振　
が　
課　

題　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
平　
成　

十　
三　
年　
三　
月　
、　
約　
十　
年　
の　
歳　
月　
を　

か　
け　
た　
東　
本　
町　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
事　
業　

が　
完　
成　
し　
ま　
し　
た　
。　
昨　
年　
、　
商　
店　

街　
活　
性　
化　
の　
中　
心　
的　
役　
割　
を　
担　
う　

シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
セ　
ン　
タ　
ー　
が　
、　
経　

営　
不　
振　
の　
た　
め　
民　
事　
再　
生　
法　
に　
よ　

る　
申　
し　
立　
て　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　

八　
月　
の　
債　
権　
者　
集　
会　
で　
は　
再　
生　
計　

画　
案　
も　
承　
認　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　
、　

招　
聘　
し　
た　
外　
部　
の　
専　
門　
家　
を　
中　
心　

に　
再　
生　
計　
画　
を　
実　
行　
し　
つ　
つ　
あ　
る　

段　
階　
で　
す　
。　
市　
も　
再　
生　
の　
た　
め　
の　

支　
援　
を　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

六　
月　
に　
発　
表　
さ　
れ　
た　
新　
潟　
県　
の　

商　
圏　
調　
査　
で　

は　
、　
三　
年　
前　

と　
比　
較　
し　
て　

柏　
崎　
市　
の　
商　

圏　
人　
口　
は　

三　
・　
五　
％　
減　
、　

買　
物　
に　
お　
け　

る　
地　
元　
購　
買　

率　
も　
四　
・　

五　
％　
減　
と　
低　

迷　
し　
て　
い　
ま　

33

特　
定　
商　
業　
集　
積　
法　
の　
中　
心　
市　

街　
地　
活　
性　
化　
事　
業　
を　
実　
施　

製造品出荷額（億円）

H9 3,220

H13 2,109 ▲1,111

事業所数

H9   520

H13   460    ▲60

従業員数

H9   12,360

H13 10,239 ▲2,121

柏　
崎　
の　
産　
業　
の　
課　
題　

22

新潟県 柏崎市

地方における企業誘致は相当困難な状況に

ありますが、独自の技術にかけるベンチャー

企業にとって、高いポテンシャルを有する大

学の研究成果が企業立地の強いインセンティ

ブになると考えられます。

千葉県のＴ社は、真空皮膜に関する岩手大

学Ｍ研究室の研究成果を活用するために岩手

県に進出しています。また、三重県のＡ社も

共同研究を申し入れると共に、大学側に企業

の研究部門を設置したいとの意向を表明して

います。

柏崎新産業団地へも、大学との連携を求め

るベンチャー企業の進出が期待されます。

ベンチャー企業が
求める大学の資源

コラム

中　
心　
市　
街　
地　
の　
活　
性　
化　
へ　

再　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　

●商圏人口　127,333（▲3.5％）

・第一次　柏崎市・高柳市・刈羽村

・第二次　西山町

・第三次　出雲崎町・小国町・柿崎町

●購買人口　74,251（▲13.7％）

●商圏内シェア 58.3（▲7％）

●地元購買率 79％（▲4.5％）県内5位

・新潟市、上越市、長岡市、十日町市、

柏崎市
（注）▲は1998年度調査との比較

柏崎商圏の動向（2001年度新潟県調査） 産　
業　
復　
興　
に　
挑　
む　
柏　
崎　
市

│　
柏　
崎　
市　
産　
業　
振　
興　
部　
が　
取　
り　
組　
む　
商　
工　
業　
振　
興　
策　
│　

柏　
崎　
市　
の　
工　
業　
界　
は　
、　
明　
治　
中　

期　
の　
石　
油　
掘　
削　
・　
精　
製　
業　
、　
大　
正　

後　
期　
の　
製　
菓　
業　
、　
昭　
和　
初　
期　
の　
自　

動　
車　
部　
品　
製　
造　
業　
の　
発　
展　
に　
支　
え　

ら　
れ　
、　
そ　
の　
後　
の　
電　
気　
機　
械　
製　
造　

業　
、　
精　
密　
機　
械　
製　
造　
業　
、　
金　
属　
製　

品　
製　
造　
業　
の　
進　
出　
に　
よ　
り　
、　
市　
内　

に　
広　
範　
な　
関　
連　
企　
業　
群　
を　
形　
成　
し　
、　

機　
械　
金　
属　
製　
造　
業　
の　
集　
積　
が　
図　
ら　

れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
柏　
崎　
市　
の　
工　
業　
は　

大　
手　
企　
業　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
企　
業　
群　

と　
し　
て　
大　
き　
な　
発　
展　
を　
遂　
げ　
て　
き　

ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
最　
近　
の　
景　
気　

低　
迷　
や　
安　
価　
な　
外　
国　
製　
品　
の　
攻　
勢　

に　
圧　
さ　
れ　
、　
柏　
崎　
市　
を　
撤　
退　
す　
る　

大　
手　
企　
業　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
こ　

れ　
か　
ら　
は　
、　
大　
手　
企　
業　
と　
の　
提　
携　

で　
培　
っ　
た　
製　
造　
技　
術　
に　
大　
学　
の　
研　

究　
成　
果　
を　
取　
り　
入　
れ　
て　
新　
製　
品　
を　

開　
発　
し　
、　
新　
た　
な　
需　
要　
を　
掘　
り　
起　

こ　
す　
な　
ど　
、　
直　
接　
顧　
客　
ニ　
ー　
ズ　
に　
応　

え　
ら　
れ　
る　
自　
立　
し　
た　
企　
業　
経　
営　
が　

期　
待　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
た　
め　
の　
具　
体　
策　
と　
し　
て　
、　

新　
潟　
産　
業　
大　
学　
、　
新　
潟　
工　
科　
大　
学　

と　
い　
う　
二　
つ　
の　
大　
学　
と　
連　
携　
し　
た　

工　
業　
振　
興　
策　
を　
重　
視　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　
つ　
の　
大　
学　
は　
人　
材　
育　
成　
の　
重　
要　

性　
の　
観　
点　
か　
ら　
、　
電　
源　
立　
地　
の　
財　

源　
を　
活　
用　
し　
て　
誘　
致　
建　
設　
を　
支　
援　

し　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

新　
潟　
工　
科　
大　
学　
に　
は　
、　
産　
学　
連　

携　
を　
推　
進　
す　
る　
地　
域　
産　
学　
交　
流　
セ　

ン　
タ　
ー　
、　
新　
潟　
県　
が　
整　
備　
し　
て　
地　

元　
製　
造　
業　
の　
技　
術　
の　
高　
度　
化　
、　
新　

製　
品　
・　
新　
分　
野　
進　
出　
を　
促　
す　
と　
と　

も　
に　
起　
業　
化　
の　
た　
め　
の　
研　
究　
開　
発　

を　
支　
援　
す　
る　
柏　
崎　
起　
業　
化　
セ　
ン　
タ　

ー　
が　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
機　
能　
を　
有　

機　
的　
に　
結　
び　
つ　
け　
て　
新　
事　
業　
・　
新　

産　
業　
へ　
の　
取　
り　
組　
み　
を　
促　
進　
す　
べ　

く　
、　
市　
が　
支　
援　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　
つ　
の　
大　
学　
を　
東　
西　
に　
お　
い　
た　

学　
園　
ゾ　
ー　
ン　
に　
建　
設　
を　
予　
定　
し　
て　

い　
る　
新　
産　
業　
団　
地　
に　
は　
、　
電　
気　
・　

機　
械　
部　
品　
な　
ど　
の　
製　
造　
業　
や　
、　
ソ　

フ　
ト　
･  
デ　
ザ　
イ　
ン　
等　
の　
サ　
ー　
ビ　
ス　

業　
の　
誘　
致　
を　
予　
定　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
大　
学　
と　
の　
共　
同　
研　
究　
や　

大　
学　
で　
開　
発　
さ　
れ　
た　
新　
技　
術　
の　
応　

用　
の　
た　
め　
に　
ベ　
ン　
チ　
ャ　
ー　
企　
業　
が　

進　
出　
し　
て　
く　
る　
こ　
と　
に　
も　
期　
待　
し　

て　
い　
ま　
す　
（　
平　
成　
十　
八　
年　
、　
分　
譲　

予　
定　
約　
十　
六　

）　〈　
コ　
ラ　
ム　
参　
照　
〉　。　

ま　
た　
、　
重　
要　
な　
地　
域　
資　
源　
で　
あ　

り　
な　
が　
ら　
技　
術　
水　
準　
が　
高　
く　
手　
が　

届　
か　
な　
か　
っ　
た　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
に　

対　
し　
て　
も　
、　
メ　
ン　
テ　
ナ　
ン　
ス　
だ　
け　

で　
な　
く　
製　
造　
業　
と　
し　
て　
参　
加　
す　
る　

意　
欲　
を　
持　
つ　
企　
業　
が　
現　
れ　
始　
め　
た　

こ　
と　
は　
力　
強　
い　
こ　
と　
で　
す　
。　

ヘ　
ク

タ　
ー　
ル　

す　
。　
こ　
の　
点　
か　
ら　
も　
柏　
崎　
市　
を　
元　

気　
づ　
け　
る　
施　
策　
と　
し　
て　
、　
中　
心　
市　

街　
地　
の　
活　
性　
化　
は　
非　
常　
に　
重　
要　
で　

す　
。　
若　
者　
を　
呼　
び　
戻　
す　
た　
め　
に　
は　

若　
者　
の　
ア　
イ　
デ　
ア　
に　
よ　
る　
ま　
ち　
づ　

く　
り　
が　
必　
要　
と　
の　
考　
え　
か　
ら　
、　
新　

潟　
産　
業　
大　
学　
や　
新　
潟　
工　
科　
大　
学　
の　

協　
力　
を　
得　
て　
、　
若　
者　
に　
よ　
る　
政　
策　

提　
案　
「　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
二　
十　
一　
」　

も　
実　
施　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

東　
本　
町　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
中　
心　
市　

街　
地　
の　
ハ　
ー　
ド　
整　
備　
は　
完　
了　
し　
、　

最　
も　
賑　
や　
か　
だ　
っ　
た　
八　
〇　
年　
代　
前　

半　
の　
人　
通　
り　
が　
戻　
っ　
て　
き　
た　
よ　
う　

で　
す　
。　
次　
は　
、　
顧　
客　
重　
視　
の　
店　
づ　

く　
り　
と　
品　
揃　
え　
に　
よ　
る　
魅　
力　
づ　
く　

り　
で　
す　
。　
市　
と　
し　
て　
も　
、　
ま　
ち　
を　

元　
気　
づ　
け　
る　
ソ　
フ　
ト　
事　
業　
や　
市　
民　

参　
加　
活　
動　
を　
支　
援　
し　
な　
が　
ら　
、　
中　

心　
市　
街　
地　
の　
活　
性　
化　
に　
努　
め　
て　
い　

き　
た　
い　
と　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

大　
手　
企　
業　
の　
撤　
退　
、　
こ　
れ　
が　
最　

近　
の　
柏　
崎　
の　
産　
業　
を　
取　
り　
巻　
く　
大　

き　
な　
課　
題　
で　
す　
。　
平　
成　
十　
一　
年　
に　

小　
松　
エ　
ス　
ト　
㈱　（　
従　
業　
員　
約　
三　
百　
人　
）　、　

平　
成　
十　
三　
年　
に　
は　
日　
本　
石　
油　
の　
子　

会　
社　
・　
日　
本　
石　
油　
加　
工　
㈱　（　
同　
約　
三　

十　
人　
）　、　
新　
潟　
日　
本　
電　
気　
㈱　（　
同　
約　

九　
百　
人　
）　が　
撤　
退　
し　
た　
た　
め　
、　
平　
成　

十　
三　
年　
度　
の　
製　
造　
品　
出　
荷　
額　
は　
、　

ピ　
ー　
ク　
時　
の　
平　
成　
九　
年　
度　
よ　
り　
千　

百　
十　
一　
億　
円　
減　
少　
し　
、　
同　
じ　
く　
事　

業　
所　
は　
六　
十　
社　
減　
少　
、　
従　
業　
員　
も　

二　
千　
百　
二　
十　
一　
人　
減　
少　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

柏　
崎　
は　
、　
明　
治　
以　
来　
大　
企　
業　
の　

誘　
致　
に　
よ　
り　
発　
展　
し　
て　
き　
た　
た　
め　
、　

大　
手　
約　
十　
社　
の　
親　
企　
業　
が　
約　
四　
百　

社　
の　
企　
業　
を　
支　
え　
て　
い　
る　
と　
い　
う　

下　
請　
け　
構　
造　
が　
定　
着　
し　
て　
い　
ま　
し　

た　
。　し　

か　
し　
、　
こ　
こ　
に　
き　
て　
親　
企　
業　

が　
い　
つ　
の　
間　
に　
か　
い　
な　
く　
な　
る　
と　

新　
産　
業　
団　
地　
で　

企　
業　
の　
自　
立　
を　
支　
援　

い　
う　
よ　
う　
な　
状　
況　
が　
急　
速　
に　
目　
立　

っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
を　
受　
け　
親　

を　
頼　
り　
に　
し　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　
企　
業　

で　
は　
や　
っ　
て　
い　
け　
な　
い　
と　
い　
う　
こ　

と　
で　
、　
下　
請　
け　
企　
業　
自　
体　
か　
ら　
、　

下　
請　
け　
体　
質　
の　
脱　
却　
と　
い　
う　
方　
向　

が　
で　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
た　
め　
に　

は　
、　
自　
主　
製　
品　
の　
開　
発　
や　
新　
た　
な　

取　
引　
先　
の　
開　
拓　
を　
目　
指　
し　
て　
い　
か　

な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
わ　
け　
で　
す　
。　

市　
や　
商　
工　
会　
議　
所　
も　
一　
体　
と　
な　

っ　
て　
、　
下　
請　
け　
体　
質　
か　
ら　
の　
脱　
却　

を　
支　
援　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
一　
つ　

が　
、　
二　
つ　
の　
大　
学　
が　
東　
西　
に　
位　
置　

す　
る　
学　
園　
ゾ　
ー　
ン　
の　
中　
に　
整　
備　
す　

る　
約　
二　
十　
八　

の　
新　
産　
業　
団　
地　
で　

す　
。　
と　
は　
い　
え　
、　
日　
本　
の　
工　
業　
団　

地　
の　
六　
割　
が　
空　
い　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　

状　
況　
で　
す　
か　
ら　
、　
外　
の　
地　
域　
か　
ら　

企　
業　
を　
誘　
致　
し　
て　
く　
る　
こ　
と　
は　
難　

し　
い　
も　
の　
で　
す　
。　
自　
社　
製　
品　
の　
開　

発　
や　
新　
た　
な　
成　
長　
分　
野　
に　
チ　
ャ　
レ　

ン　
ジ　
す　
る　
よ　
う　
な　
元　
気　
の　
あ　
る　
地　

元　
企　
業　
を　
選　
抜　
し　
て　
そ　
の　
団　
地　
に　

誘　
導　
し　
て　
い　
く　
、　
そ　
う　
い　
う　
方　
向　

性　
を　
目　
指　
し　
ま　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
二　
つ　
の　
大　
学　
と　
共　
同　

研　
究　
な　
ど　
を　
通　
じ　
て　
連　
携　
で　
き　
る　

よ　
う　
な　
企　
業　
や　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
関　
連　

の　
研　
究　
開　
発　
型　
の　
企　
業　
も　
誘　
致　
し　

て　
い　
き　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
に　
は　
、　
電　
気　

料　
金　
が　
半　
額　
に　
な　
る　
と　
い　
う　
原　
子　

力　
発　
電　
立　
地　
地　
域　
の　
メ　
リ　
ッ　
ト　
を　
大　

い　
に　
活　
用　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
税　
優　
遇　
・　
助　
成　
金　
・　

融　
資　
等　
の　
制　
度　
が　
高　
く　
評　
価　
さ　
れ　
、　

起　
業　
情　
報　
誌　
「　
ベ　
ン　
チ　
ャ　
ー　
ク　
ラ　
ブ　
」　

で　
は　
、　
柏　
崎　
市　
を　「　
起　
業　
し　
や　
す　
い　

町　
全　
国　
都　
市　
第　
二　
位　
」　に　
ラ　
ン　
キ　
ン　

グ　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
商　
業　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
ま　

ち　
づ　
く　
り　
で　
す　
。　
少　
子　
化　
に　
よ　
る　

ヘ　
ク

タ　
ー　
ル　

知　
的　
資　
産　
・　
大　
学　
を　
生　
か　
し　
た　

地　
元　
工　
業　
界　
の　
再　
編　
成　

People プランナー

「起業しやすい町」で
新しい企業を育てたい

柏崎商工会議所　専務理事 内藤
ないとう

信寛
のぶひろ

さん

基　
幹　
産　
業　
で　
あ　
る　

機　
械　
金　
属　
工　
業　
の　
方　
向　

人　
口　
減　
少　
は　
避　
け　
ら　
れ　
な　
い　
と　
し　

て　
も　
、　
人　
が　
集　
ま　
っ　
て　
賑　
わ　
っ　
て　

い　
く　
こ　
と　
は　
大　
切　
で　
す　
。　
柏　
崎　
で　

は　
、　
平　
成　
三　
年　
に　
当　
時　
の　
通　
産　

省　
・　
建　
設　
省　
・　
自　
治　
省　
の　
三　
省　
共　

管　
に　
よ　
る　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
で　
あ　
る　
特　

定　
商　
業　
集　
積　
法　
の　
指　
定　
を　
受　
け　
、　

十　
年　
を　
か　
け　
、　
道　
路　
の　
拡　
幅　
や　
駐　

車　
場　
整　
備　
、　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
セ　
ン　

タ　
ー　
「　
フ　
ォ　
ン　
ジ　
ェ　
」　
の　
建　
設　
な　

ど　
の　
中　
心　
市　
街　
地　
再　
開　
発　
を　
行　
い　

ま　
し　
た　
。　

特　
に　
、　
首　
都　
圏　
と　
の　
交　
流　
を　
活　

発　
化　
さ　
せ　
る　
た　
め　
に　
相　
当　
規　
模　
の　

大　
会　
な　
ど　
開　
催　
で　
き　
る　
よ　
う　
、　
収　

容　
人　
員　
八　
百　
人　
も　
の　
コ　
ン　
ベ　
ン　
シ　

ョ　
ン　
ホ　
ー　
ル　
「　
市　
民　
プ　
ラ　
ザ　
」　
も　

整　
備　
し　
ま　
し　
た　
。　

今　
ま　
で　
は　
地　
域　
の　
企　
業　
全　
体　
を　

底　
上　
げ　
し　
よ　
う　
と　
行　
政　
や　
商　
工　
会　

議　
所　
は　
頑　
張　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　

こ　
れ　
か　
ら　
は　
、　
新　
分　
野　
へ　
の　
挑　
戦　

や　
、　
新　
規　
顧　
客　
の　
開　
拓　
な　
ど　
、　
新　

し　
い　
経　
営　
の　
実　
現　
に　
意　
欲　
的　
な　
元　

気　
の　
あ　
る　
企　
業　
人　
を　
応　
援　
し　
て　
い　

く　
時　
代　
に　
な　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
こ　

の　
よ　
う　
な　
意　
欲　
を　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　

地　
元　
産　
業　
を　
担　
っ　
て　
い　
く　
若　
い　

方　
々　
に　
、　
ぜ　
ひ　
と　
も　
期　
待　
し　
た　
い　

と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

問い合わせ先　柏崎市産業振興部　電話　0257-23-5111 URL://www.city.kashiwazaki.niigata.jp
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㈱
酒
井
鉄
工
所
は
、
昭
和
十
三
年

か
ら
柏
崎
市
で
金
属
加
工
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
十
年
前
に
は
、
当
時
ま

だ
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
移
動
体

用
の
衛
星
放
送
受
信
装
置
を
㈱
新
日

鉄　
と　
共　
同　
し　
て　
製　
品　
化　
す　
る　
な　
ど　
先　

進　
的　
な　
取　
り　
組　
み　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ
し
て
、
柏
崎
商
工
会
議
所
の
機

械
金
属
部
会
長
と
し
て
も
柏
崎
工
業

界
の
指
導
的
立
場
に
も
お
ら
れ
る
社

長
の
酒
井
好
道
さ
ん
に
、
将
来
の
金

属
加
工
業
を
支
え
る
人
材
育
成
と
、

新
し
い
受
注
活
動
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

新潟県 柏崎市

こ　
こ　
柏　
崎　
に　
は　
、　
㈱　
リ　
ケ　
ン　
と　

い　
う　
、　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
・　
フ　
ォ　
ー　
ド　
な　
ど　

に　
も　
採　
用　
さ　
れ　
、　
国　
内　
新　
車　
の　
約　

大　
手　
地　
元　
企　
業　
と　
培　
っ　
た　

高　
い　
技　
術　
が　

柏　
崎　
工　
業　
界　
の　
資　
産　

五　
〇　
％　
の　
シ　
ェ　
ア　
を　
占　
め　
る　
ピ　
ス　

ト　
ン　
リ　
ン　
グ　
を　
製　
造　
し　
て　
い　
る　
ほ　

か　
、　
ホ　
ン　
ダ　
の　
レ　
ー　
ス　
エ　
ン　
ジ　
ン　

用　
に　
部　
品　
供　
給　
を　
行　
う　
ほ　
ど　
の　
世　

界　
的　
な　
技　
術　
を　
有　
す　
る　
自　
動　
車　
部　

品　
メ　
ー　
カ　
ー　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　

リ　
ケ　
ン　
さ　
ん　
と　
五　
十　
年　
に　
わ　
た　
っ　

て　
提　
携　
し　
、　
加　
工　
技　
術　
の　
向　
上　
に　

挑　
戦　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
具　
体　
的　
な　

技　
術　
と　
し　
て　
は　
、　
二　
十　
年　
前　
に　
タ　

ー　
ボ　
チ　
ャ　
ー　
ジ　
ャ　
ー　
の　
部　
品　
に　
挑　

戦　
し　
、　
以　
後　
十　
六　
年　
間　
製　
造　
し　
て　

き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
部　
品　
は　
バ　
ラ　
ン　

ス　
が　
非　
常　
に　
重　
要　
で　
、　
穴　
の　
径　
で　

い　
え　
ば　
プ　
ラ　
ス　
マ　
イ　
ナ　
ス　
二　

の　

範　
囲　
内　
で　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
と　

い　
う　
非　
常　
に　
厳　
し　
い　
技　
術　
水　
準　
が　

要　
求　
さ　
れ　
る　
も　
の　
で　
し　
た　
が　
、　
十　

六　
年　
間　
そ　
の　
要　
求　
水　
準　
を　
ク　
リ　
ア　

し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

自　
動　
車　
業　
界　
が　
大　
き　
く　
発　
展　
し　

て　
い　
た　
時　
代　
は　
、　
こ　
の　
ミ　
ク　
ロ　
ン　

単　
位　
の　
仕　
事　
で　
鍛　
え　
た　
高　
い　
技　
術　

水　
準　
と　
、　
大　
手　
一　
社　
と　
の　
間　
に　
築　

き　
上　
げ　
た　
強　
い　
信　
頼　
関　
係　
を　
支　
え　

に　
、　
仕　
事　
の　
受　
注　
に　
関　
し　
て　
も　
そ　

れ　
ほ　
ど　
不　
安　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　

た　
。　し　

か　
し　
、　
自　
動　
車　
関　
連　
製　
品　
の　

激　
減　
と　
い　
う　
景　
気　
の　
波　
を　
ま　
と　
も　

に　
受　
け　
は　
じ　
め　
た　
四　
〜　
五　
年　
前　
か　

ら　
、　
非　
常　
に　
厳　
し　
い　
経　
営　
が　
続　
い　

て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
高　
度　
技　
術　
を　
駆　
使　
し　
て　
県　

内　
外　
に　
打　
っ　
て　
出　
る　
に　
は　
、　
腕　
も　

あ　
り　
、　
管　
理　
も　
で　
き　
る　
、　
ブ　
ル　
ー　

ミ
ク

ロ
ン

カ　
ラ　
ー　
で　
も　
ホ　
ワ　
イ　
ト　
カ　
ラ　
ー　
で　

も　
な　
い　
人　
材　
の　
育　
成　
が　
重　
要　
で　
す　
。　

と　
い　
う　
の　
は　
、　
加　
工　
業　
の　
仕　
事　

は　
、　
物　
を　
削　
っ　
て　
形　
を　
作　
っ　
て　
い　

く　
わ　
け　
で　
す　
が　
、　
多　
品　
種　
で　
少　
量　

の　
生　
産　
を　
効　
率　
よ　
く　
行　
う　
に　
は　
、　

メ　
ー　
カ　
ー　
か　
ら　
新　
た　
な　
機　
械　
を　
購　

入　
す　
る　
必　
要　
性　
や　
既　
存　
の　
設　
備　
の　

組　
み　
合　
わ　
せ　
に　
よ　
る　
対　
応　
の　
可　
能　

性　
、　
既　
存　
汎　
用　
機　
の　
専　
用　
機　
へ　
の　

改　
造　
の　
可　
能　
性　
、　
さ　
ら　
に　
は　
効　
率　

的　
な　
加　
工　
手　
順　
や　
人　
に　
よ　
る　
カ　
バ　

ー　
の　
必　
要　
性　
な　
ど　
、　
実　
際　
の　
加　
工　

工　
程　
を　
作　
り　
上　
げ　
る　
担　
当　
者　
の　
現　

場　
で　
の　
判　
断　
が　
非　
常　
に　
重　
要　
に　
な　

り　
ま　
す　
。　

加　
工　
屋　
と　
い　
う　
の　
は　
ど　
う　
し　
て　

も　
注　
文　
を　
受　
け　
て　
か　
ら　
設　
備　
を　
考　

え　
る　
わ　
け　
で　
、　
そ　
れ　
は　
結　
局　
、　

個　
々　
職　
人　
の　
腕　
に　
任　
せ　
ら　
れ　
る　
こ　

と　
に　
な　
る　
の　
で　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
こ　

の　
職　
人　
の　
腕　
を　
資　
格　
と　
い　
う　
形　
で　

新　
規　
分　
野　
に　
進　
出　
す　
る　
際　
の　
ア　
ピ　

ー　
ル　
ポ　
イ　
ン　
ト　
に　
し　
よ　
う　
と　
「　
技　

能　
士　
」　
の　
取　
得　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

若　
者　
の　
育　
成　
も　
大　
切　
で　
す　
。　「　
も　

の　
づ　
く　
り　
」　
が　
好　
き　
で　
職　
業　
と　
し　

て　
関　
心　
を　
も　
っ　
て　
い　
る　
地　
元　
の　
若　

者　
に　
、　
工　
場　
に　
入　
っ　
て　
実　
際　
の　
仕　

腕　
も　
あ　
り　
管　
理　
も　
で　
き　
る　

技　
能　
士　
の　
育　
成　
が　
重　
要　

地　
元　
で　
若　
者　
を　
発　
掘　
し　

技　
術　
技　
能　
を　
継　
承　
し　
た　
い　

部　
品　
製　
造　
を　
受　
注　
す　
る　
た　
め　

原　
子　
力　
発　
電　
所　
の　

品　
質　
保　
証　
指　
針　
を　
ク　
リ　
ア　

事　
を　
身　
を　
も　
っ　
て　
体　
験　
し　
て　
も　
ら　

い　
た　
い　
の　
で　
す　
。　
そ　
う　
す　
れ　
ば　
、　

イ　
メ　
ー　
ジ　
と　
違　
う　
か　
ら　
と　
い　
っ　
て　

す　
ぐ　
に　
辞　
め　
た　
り　
す　
る　
こ　
と　
も　
防　

げ　
ま　
す　
し　
、　
適　
性　
を　
持　
っ　
た　
地　
元　

若　
者　
の　
発　
掘　
に　
つ　
な　
げ　
る　
こ　
と　
が　

で　
き　
る　
の　
で　
す　
。　
新　
潟　
工　
科　
大　
学　

の　
学　
生　
で　
も　
柏　
崎　
工　
業　
高　
校　
の　
学　

生　
で　
も　
同　
じ　
で　
す　
。　

何　
も　
工　
業　
系　
の　
生　
徒　
で　
あ　
る　
必　

要　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
文　
科　
系　
の　
人　

で　
も　
適　
性　
の　
あ　
る　
人　
が　
多　
い　
の　
で　

す　
。　
必　
要　
な　
知　
識　
は　
現　
場　
で　
噛　
み　

砕　
い　
て　
教　
え　
ま　
す　
か　
ら　
。　
要　
は　
、　

「　
も　
の　
づ　
く　
り　
」　
に　
愛　
着　
を　
持　
っ　
て　

い　
る　
か　
ど　
う　
か　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

こ　
う　
し　
て　
発　
掘　
し　
た　
適　
性　
あ　
る　

若　
者　
を　
大　
切　
に　
育　
て　
て　
、　
柏　
崎　
の　

地　
元　
高　
度　
技　
術　
を　
継　
承　
さ　
せ　
て　
い　

き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
受　
注　
活　
動　
は　
、　
商　
工　

会　
議　
所　
と　
市　
が　
大　
手　
企　
業　
の　
購　
買　

担　
当　
者　
を　
招　
聘　
し　
て　
行　
っ　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
今　
年　
か　
ら　
高　
い　

技　
術　
水　
準　
を　
も　
つ　
仲　
間　
数　
社　
で　
グ　

ル　
ー　
プ　
を　
作　
っ　
て　
、　
県　
内　
外　
の　
メ　

ー　
カ　
ー　
に　
受　
注　
の　
働　
き　
か　
け　
を　
始　

め　
ま　
し　
た　
。　
一　
社　
か　
ら　
多　
量　
の　
注　

文　
を　
受　
け　
る　
の　
は　
難　
し　
い　
の　
で　
、　

全　
国　
規　
模　
で　
受　
注　
活　
動　
を　
展　
開　
す　

る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

今　
年　
四　
月　
こ　
ろ　
、　
東　
京　
電　
力　
さ　

ん　
か　
ら　
、　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
内　
で　
使　

う　
機　
具　
類　
や　
部　
品　
の　
製　
造　
を　
地　
元　

製　
造　
業　
に　
発　
注　
し　
た　
い　
と　
の　
お　
話　

が　
あ　
り　
、　
地　
元　
製　
造　
業　
二　
十　
数　
社　

が　
柏　
崎　
商　
工　
会　
議　
所　
に　
推　
薦　
し　
て　

い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

メ　
ン　
テ　
ナ　
ン　
ス　
で　
は　
な　
く　
、　
本　

業　
の　
製　
造　
業　
と　
し　
て　
原　
子　
力　
発　
電　

所　
の　
高　
度　
な　
技　
術　
部　
門　
の　
仕　
事　
に　

地　
元　
企　
業　
が　
参　
加　
す　
る　
こ　
と　
は　
稀　

と　
き　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　
東　
京　
電　
力　
さ　

ん　
か　
ら　
も　
、　
技　
術　
水　
準　
に　
対　
す　
る　

高　
い　
評　
価　
を　
頂　
い　
た　
う　
え　
、　
原　
子　

力　
発　
電　
所　
の　
Ｉ　
Ｓ　
Ｏ　
と　
も　
い　
え　
る　

「　
Ｊ　
Ｅ　
Ａ　
Ｇ　
４　
１　
０　
１　
　　
一　
九　
九　
三　

年　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
の　
品　
質　
保　
証　
指　

針　
」　
に　
つ　
い　
て　
、　
一　
週　
間　
か　
ら　
十　

日　
に　
一　
度　
の　
割　
合　
で　
一　
回　
五　
時　
間　
、　

計　
十　
回　
く　
ら　
い　
、　
マ　
ン　
ツ　
ー　
マ　
ン　

に　
よ　
る　
指　
導　
を　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
ま　

し　
た　
。　
見　
積　
依　
頼　
に　
対　
す　
る　
品　
質　

保　
証　
の　
提　
出　
な　
ど　
管　
理　
に　
関　
す　
る　

具　
体　
的　
な　
方　
法　
で　
す　
。　
技　
術　
水　
準　

や　
品　
質　
管　
理　
な　
ど　
、　

あ　
ら　
ゆ　
る　
面　
で　
要　
求　

さ　
れ　
る　
水　
準　
が　
非　
常　

に　
高　
い　
こ　
と　
は　
十　
分　

承　
知　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　

新　
分　
野　
へ　
の　
挑　
戦　
の　

絶　
好　
の　
チ　
ャ　
ン　
ス　
と　

と　
ら　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

近　
ご　
ろ　
、　
産　
業　
界　

で　
は　
企　
業　
を　
評　
価　
す　

る　
と　
き　
に　
勝　
ち　
組　
・　

負　
け　
組　
と　
分　
け　
た　
が　

り　
ま　
す　
。　
こ　
の　
単　
純　

な　
考　
え　
方　
に　
は　
疑　
問　

を　
持　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
受　
注　
競　
争　
で　

は　
、　
勝　
つ　
た　
め　
に　
相　
当　
無　
理　
を　
す　

る　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
た　
だ　
受　
注　

量　
を　
増　
や　
す　
た　
め　
に　
、　
設　
計　
者　
の　

意　
図　
も　
掴　
ま　
ず　
に　
図　
面　
を　
み　
て　
安　

い　
値　
段　
で　
期　
限　
に　
間　
に　
合　
わ　
る　
だ　

け　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
人　
材　
育　
成　
に　
対　

し　
て　
も　
不　
要　
な　
経　
費　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
企　
業　
は　
長　
続　
き　
し　
ま　

せ　
ん　
。　
負　
け　
た　
と　
言　
わ　
れ　
る　
大　
半　

の　
企　
業　
も　
、　
実　
は　
日　
本　
の　
も　
の　
づ　

く　
り　
の　
中　
で　
大　
切　
な　
役　
割　
を　
果　
た　

し　
、　
き　
ち　
ん　
と　
技　
術　
力　
の　
継　
承　
を　

行　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

昔　
か　
ら　
、　
物　
を　
削　
っ　
て　
形　
を　
つ　

く　
っ　
て　
い　
く　
加　
工　
屋　
と　
し　
て　
、　
発　

注　
者　
の　
、　
時　
に　
は　
極　
め　
て　
高　
度　
な　

技　
術　
水　
準　
の　
要　
望　
に　
あ　
れ　
こ　
れ　
工　

夫　
し　
な　
が　
ら　
自　
分　
た　
ち　
の　
技　
術　
を　

高　
め　
る　
こ　
と　
で　
応　
え　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

ボ　
ル　
ト　
一　
本　
を　
つ　
く　
る　
技　
術　
を　
大　

切　
に　
、　
人　
を　
育　
て　
も　
の　
づ　
く　
り　
に　

励　
ん　
で　
い　
き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　

す　
。　

技　
術　
革　
新　
と　

人　
材　
育　
成　
が　

製　
造　
業　
の　
要　

高　
い　
技　
術　
を　
持　
っ　
た　

仲　
間　
数　
社　
に　
よ　
る　

グ　
ル　
ー　
プ　
営　
業　
の　
開　
始　

高い金属加工技術を地元に継承し
新規分野を開拓します

株式会社酒井鉄工所 代表取締役社長 酒井
さ か い

好道
よしみち

さん

問い合わせ先　柏崎市田塚3-1-60  電話 0257-23-6173

工場で自製品のピストンを持つ酒井社長

特殊車両に使う特別の強度が必要なピストン
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つ　
雰　
囲　
気　
が　
う　
ま　
く　
溶　
け　
合　
っ　
て　

い　
て　
、　
そ　
れ　
が　
人　
の　
心　
を　
動　
か　
す　

力　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
よ　
う　
に　
感　
じ　
ま　

し　
た　
。　

私　
た　
ち　
ス　
タ　
ッ　
フ　
は　
、　
日　
常　
生　

活　
を　
基　
本　
に　
、　
プ　
ラ　
ス　
ア　
ル　
フ　
ァ　

を　
提　
供　
す　
る　
演　
出　
を　
大　
切　
に　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　
同　
種　
の　
商　
品　
を　
並　
べ　
て　

販　
売　
す　
る　
の　
で　
な　
く　
、　
食　
卓　
な　
ど　

に　
並　
べ　
た　
時　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
を　
店　
内　

に　
演　
出　
し　
、　
お　
客　
様　
に　
楽　
し　
ん　
で　

い　
た　
だ　
き　
、　
販　
売　
に　

結　
び　
つ　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

夏　
場　
に　
は　
、　
半　
月　

盆　
に　
切　
子　
の　
冷　
酒　
グ　

ラ　
ス　
と　
蕎　
麦　
猪　
口　
、　

ガ　
ラ　
ス　
器　
の　
取　
り　
合　

わ　
せ　
、　
玄　
関　
用　
に　
は　

デ　
ッ　
ド　
ス　
ト　
ッ　
ク　
の　

分　
厚　
い　
ガ　
ラ　
ス　
製　
の　

金　
魚　
鉢　
に　
水　
を　
張　
っ　

て　
藻　
を　
浮　
か　
べ　
た　
も　

の　
が　
好　
評　
で　
し　
た　
。　

秋　
に　
は　
、　
陶　
器　
と　
高　

柳　
や　
小　
国　
の　
和　
紙　
を　

使　
っ　
た　
小　
振　
り　
な　
電　

気　
ス　
タ　
ン　
ド　
を　
用　
い　

た　
空　
間　
づ　
く　
り　
も　
良　

い　
と　
思　
い　
、　
品　
揃　
え　

「　
青　
山　
工　
芸　
」　
は　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
事　

業　
と　
時　
を　
同　
じ　
く　
し　
て　
、　
先　
代　
か　
ら　

世　
代　
交　
代　
を　
行　
い　
、　
店　
舗　
を　
一　
新　
し　
、　

大　
正　
・　
昭　
和　
レ　
ト　
ロ　
の　
食　
卓　
用　
品　
中　

心　
ヘ　
取　
扱　
商　
品　
を　
シ　
フ　
ト　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
店　
の　
入　
り　
口　
で　
は　
、　
木　
製　
の　
茶　

箱　
に　
積　
ま　
れ　
た　
昭　
和　
三　
十　
年　
代　
製　
造　

の　
新　
品　
茶　
碗　
が　
目　
を　
引　
き　
ま　
す　
。　
若　

手　
ス　
タ　
ッ　
フ　
の　
セ　
ン　
ス　
と　
ア　
イ　
デ　
ア　

を　
重　
視　
し　
た　
店　
舗　
の　
演　
出　
と　
、　
Ｉ　
Ｔ　

に　
よ　
る　
コ　
ン　
ペ　
形　
式　
で　
作　
家　
と　
商　
品　

開　
発　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
も　
特　
徴　
で　

す　
。　地　

方　
の　
生　
活　
用　
品　
を　
、　
確　
か　
な　
見　

立　
て　
と　
全　
国　
と　
つ　
な　
が　
る　
情　
報　
網　
に　

よ　
っ　
て　
、　
大　
都　
市　
に　
ひ　
け　
を　
と　
ら　
な　

い　
洗　
練　
さ　
れ　
た　
商　
品　
に　
育　
て　
る　
こ　
と　

が　
で　
き　
る　
と　
い　
う　
意　
味　
で　
、　
地　
方　
商　

店　
街　
の　
新　
た　
な　
可　
能　
性　
を　
見　
い　
だ　
す　

こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

新潟県 柏崎市

中　
心　
市　
街　
地　
事　
業　
が　
完　
成　
し　
、　

道　
路　
が　
拡　
幅　
さ　
れ　
、　
人　
通　
り　
も　
増　

え　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
フ　
ォ　
ン　
ジ　
ェ　
な　

ど　
テ　
ナ　
ン　
ト　
経　
営　
で　
は　
苦　
労　
さ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
が　
、　
全　
体　
と　
し　
て　
は　
道　

路　
や　
駐　
車　
場　
が　
整　
備　
さ　
れ　
た　
だ　
け　

で　
な　
く　
、　
商　
店　
街　
が　
と　
て　
も　
明　
る　

く　
、　
セ　
ン　
ス　
が　
良　
い　
感　
じ　
に　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
は　
私　
た　
ち　
商　

店　
が　
魅　
力　
を　
備　
え　
て　
行　
く　
番　
で　
す　
。　

そ　
れ　
ま　
で　
は　
主　
に　
結　
婚　
式　
場　
の　

引　
き　
出　
物　
の　
仕　
事　
を　
し　
て　
い　
ま　
し　

た　
。　
店　
を　
引　
き　
継　
ぐ　
に　
あ　
た　
っ　
て　
、　

結　
婚　
式　
場　
の　
安　
定　
し　
た　
下　
請　
仕　
事　

を　
や　
め　
る　
こ　
と　
、　
新　
し　
い　
商　
店　
街　

に　
似　
合　
う　
新　
店　
舗　
を　
つ　
く　
る　
こ　
と　
、　

生　
活　
情　
報　
提　
案　
の　
拠　
点　
と　
し　
た　
商　

売　
に　
変　
え　
る　
こ　
と　
を　
決　
心　
し　
ま　
し　

た　
。　
贅　
沢　
品　
で　
は　
な　
く　
、　
使　
う　
人　

の　
セ　
ン　
ス　
が　
伺　
え　
る　
よ　
う　
な　
食　
器　

や　
生　
活　
用　
品　
な　
ど　
を　
提　
案　
し　
て　
い　

き　
た　
か　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

新　
し　
い　
店　
づ　
く　
り　
を　
決　
定　
す　
る　

の　
に　
最　
も　
参　
考　
に　
な　
っ　
た　
の　
は　
、　

「　
蔵　
の　
街　
」　
川　
越　
一　
番　
街　
で　
し　
た　
。　

特　
に　
、　
あ　
る　
陶　
器　
屋　
さ　
ん　
に　
は　
教　

え　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
実　
は　
、　
こ　
の　
新　

し　
い　
店　
を　
黒　
塗　
り　
に　
し　
た　
の　
は　
、　

こ　
の　
店　
の　
影　
響　
な　
の　
で　
す　
。　
黒　
塗　

り　
の　
壁　
の　
店　
蔵　
の　
中　
に　
は　
、　
地　
元　

陶　
芸　
作　
家　
の　
作　
品　
が　
展　
示　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
れ　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　

陶　
芸　
教　
室　
や　
地　
元　
作　
家　
の　
陶　
器　
を　

使　
っ　
た　
懐　
石　
料　
理　
ま　
で　
扱　
っ　
て　
い　

ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
店　
の　
中　
に　
い　
る　
だ　
け　
で　
、　

自　
分　
の　
店　
も　
こ　
ん　
な　
店　
に　
し　
て　
み　

た　
い　
と　
思　
わ　
せ　
る　
人　
の　
心　
を　
と　
ら　

え　
る　
雰　
囲　
気　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
街　

全　
体　
の　
も　
つ　
雰　
囲　
気　
と　
、　
店　
の　
も　

中　
心　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
事　
業　
を　

店　
づ　
く　
り　
に　
生　
か　
す　

「　
身　
の　
丈　
に　
合　
っ　
た　
生　
活　
提　
案　
」　

が　
新　
し　
い　
店　
の　
目　
標　

「　
蔵　
の　
街　
」　
川　
越　
か　
ら　

学　
ん　
だ　
店　
づ　
く　
り　

洗練された生活用品を育て
発信しています

有限会社青山工芸 品田
し な だ

洋
ひろし

さん

人　
づ　
く　
り　
と　
顧　
客　
の　
感　
性　
を　

掘　
り　
起　
こ　
す　
生　
活　
情　
報　
の　

提　
案　
が　
大　
切　

若　
手　
作　
家　
と　
組　
ん　
だ　

商　
品　
づ　
く　
り　

を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
ア　
イ　
デ　
ア　
が　
売　
り　
上　

げ　
に　
も　
反　
映　
さ　
れ　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　

二　
階　
の　
展　
示　
ス　
ペ　
ー　
ス　
で　
は　
、　「　
ウ　

ォ　
ー　
ホ　
ー　
ル　
」　
の　
ポ　
ス　
タ　
ー　
展　
を　

開　
催　
し　
ま　
し　
た　
。　
仕　
入　
れ　
は　
イ　
ン　

タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
を　
活　
用　
し　
て　
、　
国　
内　

と　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
か　
ら　
手　
配　
し　
ま　

し　
た　
。　

生　
活　
者　
が　
「　
も　
っ　
た　
い　
な　
く　
て　

普　
段　
使　
い　
で　
き　
な　
い　
」　
生　
活　
用　
品　

は　
、　
家　
庭　
の　
食　
卓　
や　
リ　
ビ　
ン　
グ　
ル　

ー　
ム　
に　
定　
着　
し　
ま　
せ　
ん　
。　「　
毎　
日　
使　

っ　
て　
楽　
し　
ん　
で　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
」　

を　
モ　
ッ　
ト　
ー　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　

の　
た　
め　
、　
廃　
業　
し　
た　
県　
内　
の　
食　
器　

店　
の　
デ　
ッ　
ド　
ス　
ト　
ッ　
ク　
品　
を　
一　
括　

購　
入　
す　
る　
な　
ど　
、　
仕　
入　
価　
格　
を　
引　

き　
下　
げ　
る　
努　
力　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

皮　
肉　
な　
話　
で　
す　
が　
、　
県　
内　
の　
寂　

れ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
商　
店　
街　
に　
は　
、　
若　

い　
消　
費　
者　
に　
新　
た　
な　
感　
覚　
で　
大　
歓　

迎　
さ　
れ　
る　
商　
品　
が　
た　
く　
さ　
ん　
眠　
っ　

て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　
著　
名　
な　
作　
家　
の　

作　
品　
で　
な　
く　
て　
も　
、　
レ　
ト　
ロ　
な　
雰　

囲　
気　
を　
新　
品　
の　
器　
で　
手　
軽　
に　
味　
わ　

え　
る　
喜　
び　
は　
大　
き　
な　
も　
の　
で　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
を　
入　
手　
で　
き　
る　
拠　
点　
と　
し　

て　
、　
こ　
こ　
柏　
崎　
に　
も　
定　
着　
さ　
せ　
た　

い　
の　
で　
す　
。　

こ　
う　
い　
っ　
た　
「　
身　
の　
丈　
に　
合　
っ　

た　
生　
活　
提　
案　
」　
を　
し　
て　
い　
く　
に　
は　
、　

既　
成　
概　
念　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
な　
い　
若　
い　

感　
性　
が　
不　
可　
欠　
で　
す　
。　
旧　
い　
も　
の　

を　
新　
し　
い　
視　
線　
で　
評　
価　
し　
、　
ス　
タ　

ッ　
フ　
自　
ら　
組　
み　
合　
わ　
せ　
を　
楽　
し　
み　
、　

お　
客　
様　
に　
奨　
め　
る　
、　
ま　
さ　
に　
若　
い　

世　
代　
の　
感　
性　
が　
も　
の　
を　
い　
う　
場　
面　

で　
す　
。　
若　
い　
ス　
タ　
ッ　
フ　
も　
経　
営　
者　

も　
同　
列　
で　
ア　
イ　
デ　
ア　
を　
競　
う　
ぐ　
ら　

い　
の　
覚　
悟　
が　
、　
私　
た　
ち　
経　
営　
者　
に　

求　
め　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ス　
タ　
ッ　
フ　
に　
は　
京　
都　
や　
川　
越　
な　

ど　
、　
伝　
統　
を　
素　
材　
に　
革　
新　
的　
な　
店　

舗　
づ　
く　
り　
を　
し　
て　
い　
る　
街　
に　
積　
極　

的　
に　
出　
張　
さ　
せ　
て　
勉　
強　
し　
て　
も　
ら　

っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
商　
品　
開　
発　
、　
販　
売　

方　
法　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
若　
い　
ス　
タ　
ッ　

フ　
を　
含　
め　
た　
全　
員　
で　
話　
し　
合　
っ　
て　
、　

既　
成　
概　
念　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
な　
い　
新　
鮮　

な　
感　
覚　
を　
大　
切　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

今　
、　
陶　
器　
や　
掛　
け　
軸　
な　
ど　
、　
若　

手　
作　
家　
の　
作　
品　
に　
力　
を　
入　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　
店　
の　
コ　
ー　
ナ　
ー　
に　
展　
示　
し　

た　
り　
、　
二　
階　
の　
一　
部　
屋　
で　
個　
展　
を　

開　
い　
た　
り　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
作　
家　
と　

ス　
タ　
ッ　
フ　
の　
間　
に　
は　
お　
互　
い　
に　
切　

磋　
琢　
磨　
し　
な　
が　
ら　
商　
品　
を　
作　
っ　
て　

い　
く　
、　
と　
い　
っ　
た　
仕　
組　
み　
が　
機　
能　

し　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　

中　
に　
は　
、　
口　
コ　
ミ　
で　
知　
っ　
た　
作　

家　
が　
作　
品　
を　
置　
い　
て　
ほ　
し　
い　
、　
と　

訪　
ね　
て　
こ　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　

し　
た　
。　
今　
で　
は　
、　
こ　
の　
店　
か　
ら　
作　

家　
と　
お　
客　
様　
の　
直　
接　
の　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　

ー　
ク　
も　
で　
き　
つ　
つ　
あ　
っ　
て　
、　
私　
た　

ち　
を　
支　
え　
る　
強　
い　
バ　
ッ　
ク　
ボ　
ー　
ン　

に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
今　
は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　

と　
い　
う　
あ　
ま　
り　
費　
用　
の　
か　
か　
ら　
な　

い　
、　
使　
い　
よ　
う　
に　
よ　
っ　
て　
は　
計　
り　

知　
れ　
な　
い　
宣　
伝　
効　
果　
を　
も　
た　
ら　
す　

情　
報　
受　
発　
信　
手　
段　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

店　
に　
来　
ら　
れ　
な　
い　
人　
に　
も　
、　
わ　
れ　

わ　
れ　
の　
「　
生　
活　
情　
報　
提　
案　
」　
に　
よ　

る　
品　
揃　
え　
に　
共　
感　
し　
て　
も　
ら　
え　
る　

よ　
う　
、　
臨　
場　
感　
の　
あ　
る　
新　
鮮　
な　
情　

報　
を　
発　
信　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
商　
店　
街　
の　
一　
員　
と　

し　
て　
、　
商　
店　
街　
の　
魅　
力　
ア　
ッ　
プ　
に　

貢　
献　
で　
き　
る　
店　
づ　
く　
り　
に　
励　
み　
た　

い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

問い合わせ先　柏崎市東本町1-5-23  電話　0257-22-5141  URL http://www.onoshi.com

古いものと新しいものの融合で

生まれたオリジナルの熨斗紙

明るくなった街との調和、

お客様へ生活情報を発信し

共感していただける場所と

して演出された店内
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柏崎は、米山山麓の

雪解け水から水道水を

取り入れて良質な飲料水に恵まれています。

そのためか、加工食品にも県外で評判の高い商品

が少なくありません。

全国的に有名な（株）ブルボンも柏崎市に本社を置い

ていますが、和菓子の老舗「最上屋」から発祥しました。

この「最上屋」は、明治四年創業以来、和菓子を製

造・販売しています。特に、人気商品の「越の荒海」は、

お茶受け、お土産に多数利用されております。

◎創業130年 和菓子の老舗◎

問い合わせ先　柏崎市西本町1-3-22 電話 0257-22-4145

―
店　
舗　
づ　
く　
り　
の　
専　
門　
家　
の　
ア　
ド　
バ　

イ　
ス　
が　
有　
効　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
ど　

の　
よ　
う　
に　
活　
用　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
か　
？　

わ　
れ　
わ　
れ　
役　
員　
は　
、　
大　
型　
店　
の　

経　
営　
で　
は　
素　
人　
だ　
と　
痛　
感　
し　
ま　
し　

た　
。　
未　
経　
験　
の　
大　
店　
舗　
経　
営　
に　
携　

わ　
る　
こ　
と　
に　
は　
限　
界　
が　
あ　
り　
ま　
し　

た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
一　
度　
は　
破　
綻　
し　
か　

け　
た　
事　
業　
を　
再　
生　
す　
る　
た　
め　
、　
オ　

ー　
プ　
ン　
後　
三　
年　
経　
過　
し　
た　
昨　
年　
十　

二　
月　
に　
長　
崎　
屋　
の　
元　
店　
長　
を　
総　
支　

配　
人　
に　
招　
き　
ま　
し　
た　
。　
や　
は　
り　
、　

わ　
れ　
わ　
れ　
と　
は　
け　
た　
違　
い　
の　
実　
践　

力　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
テ　
ナ　
ン　
ト　
募　

集　
、　
仕　
入　
・　
販　
売　
等　
す　
べ　
て　
の　
面　

で　
効　
果　
が　
現　
れ　
ま　
し　
た　
。　

商　
売　
の　
成　
功　
に　
は　
集　
客　
の　
環　
境　

づ　
く　
り　
が　
必　
要　
で　
す　
。　
し　
か　
し　
今　

回　
は　
、　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　
ル　
が　

最　
初　
に　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
、　
残　
る　
コ　
ン　

ベ　
ン　
シ　
ョ　
ン　
施　
設　
工　
事　
な　
ど　
の　
影　

響　
で　
、　
メ　
ー　
ン　
ス　
ト　
リ　
ー　
ト　
に　
買　

い　
物　
客　
の　
車　
が　
入　
れ　
な　
い　
状　
態　
が　

続　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
点　
も　
専　
門　
家　

か　
ら　
指　
導　
を　
受　
け　
て　
い　
た　
ら　
早　
い　

段　
階　
で　
解　
決　
で　
き　
た　
問　
題　
で　
す　
。　

シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　
ル　
の　
経　
営　

は　
、　
現　
在　
困　
難　
な　
状　
況　
で　
す　
が　
、　

私　
た　
ち　
が　
当　
初　
描　
い　
て　
い　
た　
良　
い　

状　
況　
に　
進　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
難　
し　
い　

事　
業　
に　
地　
元　
の　
皆　
で　
挑　
戦　
し　
た　
こ　

と　
は　
、　
プ　
ラ　
イ　
ド　
を　
持　
っ　
て　
良　
い　

と　
思　
う　
し　
、　「　
補　
助　
金　
を　
い　
た　
だ　
い　

た　
以　
上　
、　
必　
ず　
事　
業　
を　
成　
功　
さ　
せ　

よ　
う　
」　
と　
努　
力　
し　
た　
こ　
と　
は　
、　
こ　

れ　
か　
ら　
の　
店　
舗　
づ　
く　
り　
に　
生　
き　
て　

く　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
叔　
父　（　
＊　
）　
か　
ら　

「　
人　
間　
生　
き　
て　
い　
る　
中　
で　
仕　
事　
を　
す　

る　
こ　
と　
が　
一　
番　
尊　
い　
ん　
だ　
」　
と　
い　

わ　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
言　
葉　
を　

胸　
に　
新　
し　
い　
商　
店　
街　
の　
再　
生　
に　
向　

け　
て　
励　
む　
つ　
も　
り　
で　
す　
。　

は　
、　
テ　
ナ　
ン　
ト　
募　
集　
や　
契　
約　
な　
ど　

を　
こ　
の　
事　
業　
工　
程　
に　
合　
わ　
せ　
て　
確　

実　
に　
進　
め　
る　
よ　
う　
努　
力　
す　
る　
必　
要　

が　
あ　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
商　
業　
者　
は　

仮　
店　
舗　
で　
商　
売　
を　
し　
な　
が　
ら　
新　
し　

い　
商　
店　
街　
づ　
く　
り　
の　
仕　
事　
も　
し　
な　

け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
か　
ら　
、　
ソ　
フ　

ト　
整　
備　
が　
遅　
れ　
が　
ち　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

慌　
て　
て　
テ　
ナ　
ン　
ト　
の　
数　
合　
わ　
せ　
を　

し　
て　
も　
顧　
客　
に　
選　
ば　
れ　
る　
店　
舗　
づ　

く　
り　
は　
困　
難　
で　
す　
。　
県　
と　
市　
の　
打　

ち　
合　
わ　
せ　
に　
自　
分　
た　
ち　
も　
立　
ち　
合　

う　
な　
ど　
し　
て　
、　
柔　
軟　
な　
対　
応　
を　
お　

願　
い　
す　
る　
こ　
と　
も　
時　
に　
は　
必　
要　
に　

な　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

「最上屋」

（　
＊　
）　

北
日
本
製
菓

（株）　
（
現
在　
の

（株）
ブ　
ル　
ボ　
ン　
）　

の
三
代
目
社
長
吉
田
高
章
氏　
の　
こ　
と
。　
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市　
内　
の　
商　
業　
中　
心　
地　
で　
あ　
る　
西　
本　

町　
に　
和　
菓　
子　
の　
老　
舗　
「　
最　
上　
屋　
」　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　
代　
表　
取　
締　
役　
で　
あ　
り　
、　

青　
年　
会　
議　
所　
の　
理　
事　
長　
を　
務　
め　
た　
吉　

田　
さ　
ん　
は　
、　「　
㈱　
柏　
崎　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　

モ　
ー　
ル　
」　
の　
役　
員　
と　
し　
て　
中　
心　
市　
街　

地　
の　
活　
性　
化　
事　
業　
に　
取　
り　
組　
ま　
れ　
ま　

し　
た　
。　「　
市　
と　
商　
工　
会　
議　
所　
、　
商　
業　
者　

が　
一　
体　
と　
な　
っ　
た　
こ　
と　
が　
事　
業　
完　
成　

の　
秘　
訣　
」　
と　
語　
る　
吉　
田　
さ　
ん　
に　
、　
商　

業　
地　
域　
の　
再　
生　
を　
目　
指　
す　
人　
へ　
ア　
ド　

バ　
イ　
ス　
を　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
こ　
の　
テ　
ー　
マ　
は　
本　
誌　
第　
二　

特　
集　
で　
も　
取　
り　
上　
げ　
て　
い　
ま　
す　
。　

新潟県 柏崎市

―
以　
前　
か　
ら　
中　
心　
地　
商　
店　
街　
活　
性　
化　

に　
取　
り　
組　
む　
地　
域　
は　
た　
く　
さ　
ん　
あ　
り　

ま　
す　
が　
多　
く　
は　
苦　
戦　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
市　
町　
村　
単　
位　
を　
超　
え　
た　
地　

域　
づ　
く　
り　
が　
進　
む　
中　
で　
、　
中　
心　
商　
店　

街　
の　
整　
備　
は　
必　
要　
な　
の　
で　
し　
ょ　
う　

か　
？　工　

業　
だ　
っ　
て　
工　
業　
団　
地　
が　
で　
き　

て　
中　
小　
工　
場　
が　
優　
遇　
さ　
れ　
発　
展　
す　

る　
。　
商　
業　
も　
柏　
崎　
が　
生　
き　
て　
い　
く　

た　
め　
の　
一　
つ　
の　
基　
盤　
で　
す　
。　

今　
の　
商　
業　
は　
売　
り　
上　
げ　
、　
集　
客　

数　
と　
も　
郊　
外　
が　
主　
流　
に　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
柏　
崎　
で　
も　
中　
心　
部　
で　
は　
か　

な　
り　
空　
き　
店　
舗　
が　
目　
立　
っ　
て　
き　
ま　

し　
た　
。　

だ　
か　
ら　
と　
い　
っ　
て　
、　
中　
心　
部　
に　

も　
全　
国　
チ　
ェ　
ー　
ン　
の　
大　
店　
舗　
を　
誘　

致　
す　
れ　
ば　
良　
い　
と　
い　
う　
わ　
け　
で　
は　

な　
い　
し　
、　
何　
も　
せ　
ず　
に　
商　
店　
街　
を　

放　
置　
し　
て　
良　
い　
と　
は　
思　
い　
ま　
せ　
ん　
。　

こ　
れ　
が　
柏　
崎　
で　
す　
よ　
、　
と　
言　
え　
る　

も　
の　
を　
表　
現　
で　
き　
る　
の　
は　
や　
は　
り　

伝　
統　
あ　
る　
商　
店　
街　
で　
す　
。　
駅　
前　
を　

中　
心　
と　
し　
た　
歴　
史　
あ　
る　
場　
所　
を　
大　

切　
に　
す　
べ　
き　
で　
す　
。　
柏　
崎　
の　
顔　
が　

作　
れ　
ず　
に　
い　
た　
ら　
、　
商　
店　
街　
も　
街　

も　
間　
違　
い　
な　
く　
衰　
退　
し　
ま　
す　
。　

私　
た　
ち　
は　
、　
こ　
の　
衰　
退　
し　
か　
け　

た　
商　
店　
街　
を　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　

ル　
の　
形　
で　
再　
生　
す　
る　
こ　
と　
に　
し　
ま　

し　
た　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
商　
店　
街　
は　
、　

自　
分　
の　
土　
地　
と　
建　
物　
で　
や　
っ　
て　
い　

た　
か　
ら　
時　
代　
遅　
れ　
の　
商　
売　
で　
も　
続　

け　
て　
い　
た　
の　
で　
す　
。　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　

グ　
モ　
ー　
ル　
に　
す　
れ　
ば　
、　
時　
代　
に　
合　

っ　
た　
店　
舗　
構　
成　
と　
品　
揃　
え　
の　
入　
れ　

替　
え　
が　
可　
能　
に　
な　
る　
の　
で　
す　
。　

―　
事　
業　
を　
起　
こ　
す　
き　
っ　
か　
け　
は　
何　
だ　

っ　
た　
の　
で　
し　
ょ　
う　
か　
？　

ま　
た　
、　
今　
回　
商　
店　
街　
が　
団　
結　
し　
た　

秘　
訣　
は　
あ　
り　
ま　
す　
か　
？　

平　
成　
三　
年　
に　
特　
定　
商　
業　
集　
積　
法　

が　
施　
行　
さ　
れ　
た　
時　
、　
私　
た　
ち　
は　
こ　

れ　
が　
再　
開　
発　
の　
ラ　
ス　
ト　
チ　
ャ　
ン　
ス　

だ　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
は　
、　
商　
店　
街　
の　
一　
部　

分　
を　
テ　
ナ　
ン　
ト　
ビ　
ル　
に　
建　
て　
替　
え　

る　
方　
法　
が　
主　
流　
で　
し　
た　
か　
ら　
、　
一　

部　
の　
商　
店　
だ　
け　
が　
い　
っ　
た　
ん　
立　
ち　

退　
き　
を　
し　
て　
仮　
店　
舗　
営　
業　
を　
し　
、　

残　
り　
は　
通　
常　
営　
業　
を　
続　
け　
て　
テ　
ナ　

ン　
ト　
に　
移　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　
こ　
れ　
だ　

と　
商　
店　
街　
の　
中　
で　
不　
公　
平　
感　
が　
強　

く　
な　
り　
、　
事　
業　
の　
と　
ん　
挫　
に　
つ　
な　

が　
る　
の　
で　
す　
。　
そ　
こ　
で　
総　
論　
賛　
成　

各　
論　
反　
対　
と　
な　
ら　
な　
い　
よ　
う　
、　
も　

と　
の　
商　
店　
街　
全　
体　
を　
取　
り　
壊　
し　
て　
、　

皆　
が　
仮　
店　
舗　
に　
移　
り　
ま　
し　
た　
。　
後　

に　
引　
け　
な　
い　
状　
況　
と　
な　
り　
、　
皆　
が　

同　
じ　
負　
担　
と　
リ　
ス　
ク　
を　
背　
負　
い　
、　

団　
結　
し　
た　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
そ　
の　
反　
面　
、　
仮　
店　
舗　
営　

業　
は　
通　
常　
営　
業　
の　
二　
〜　
三　
割　
売　
上　

減　
に　
な　
り　
ま　
す　
か　
ら　
、　
今　
回　
は　
商　

店　
街　
全　
体　
の　
体　
力　
を　
消　
耗　
し　
て　
い　

く　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
だ　
か　
ら　

シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
モ　
ー　
ル　
で　
の　
新　
し　

い　
出　
発　
ま　
で　
に　
一　
日　
も　
無　
駄　
に　
で　

き　
な　
く　
な　
っ　
た　
。　
新　
た　
な　
テ　
ナ　
ン　

ト　
の　
選　
択　
な　
ど　
、　
じ　
っ　
く　
り　
と　
顧　

客　
本　
位　
の　
店　
舗　
構　
成　
を　
検　
討　
で　
き　

な　
か　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
そ　
の　
こ　
と　
が　

オ　
ー　
プ　
ン　
当　
初　
か　
ら　
の　
売　
り　
上　
げ　

不　
振　
に　
つ　
な　
が　
っ　
た　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

―
事　
業　
全　
体　
を　
推　
進　
す　
る　
に　
は　
、　
行　

政　
と　
の　
協　
力　
が　
必　
要　
で　
す　
が　
、　
ど　
の　

よ　
う　
な　
役　
割　
分　
担　
を　
さ　
れ　
ま　
し　
た　

か　
？　私　

た　
ち　
が　
今　
回　
の　
事　
業　
で　
誇　
れ　

る　
こ　
と　
は　
、　
行　
政　
も　
商　
工　
会　
議　
所　

も　
皆　
が　
柏　
崎　
を　
良　
く　
し　
た　
い　
と　
い　

う　
思　
い　
で　
取　
り　
組　
ん　
だ　
こ　
と　
で　
す　
。　

商　
工　
会　
議　
所　
か　
ら　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　

を　
受　
け　
て　
、　
市　
と　
の　
連　
携　
を　
強　
化　

し　
た　
こ　
と　
が　
事　
業　
の　
推　
進　
に　
つ　
な　

が　
り　
ま　
し　
た　
。　
補　
助　
金　
な　
ど　
の　
申　

請　
手　
続　
き　
は　
す　
べ　
て　
市　
が　
担　
当　
し　

た　
の　
で　
、　
わ　
れ　
わ　
れ　
商　
業　
者　
は　
テ　

ナ　
ン　
ト　
募　
集　
や　
商　
業　
者　
の　
間　
の　
調　

整　
に　
集　
中　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　

た　
。　
定　
め　
ら　
れ　
た　
手　
続　
き　
を　
期　
間　

内　
に　
必　
ず　
し　
て　
く　
れ　
る　
市　
の　
担　
当　

者　
の　
熱　
意　
を　
見　
て　
、　
私　
た　
ち　
商　
業　

者　
の　
事　
業　
意　
欲　
に　
も　
つ　
な　
が　
っ　
て　

い　
き　
ま　
し　
た　
。　

補　
助　
金　
申　
請　
時　
に　
国　
へ　
提　
出　
し　

た　
事　
業　
工　
程　
や　
資　
金　
計　
画　
は　
、　
正　

当　
な　
理　
由　
が　
な　
い　
と　
変　
更　
が　
困　
難　

で　
す　
。　
で　
す　
か　
ら　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
活　

性　
化　
事　
業　
を　
行　
う　
商　
業　
者　
の　
方　
に　

柏崎の顔「中心商店街」の
再生を進めます

株式会社最上屋　代表取締役 吉田
よ し だ

勝彦
かつひこ

さん

中心市街地活性化の核となるショッピングセンター「フォンジェ」
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◎ 発電所概要

柏崎・刈羽原子力発電所（東京電力）

所在地：新潟県柏崎市及び刈羽村

●1号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：昭和60年9月

●2号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成2年9月

●3号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成5年8月

●4号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成6年8月

●5号機 出力/110万ｷﾛﾜｯﾄ （原子力）運転開始：平成2年4月

●6号機 出力/135.6万ｷﾛﾜｯﾄ（原子力）運転開始：平成8年11月

●7号機 出力/135.6万ｷﾛﾜｯﾄ（原子力）運転開始：平成9年7月

1978 商業近代化策定計画の検討

1985 コミュニティーマート構想の検討

1991 東本町まちづくり委員会結成

＊市・商工会議所・商店街による任意の組織

1991 特定商業集積法施行

（旧通産省・旧建設省・旧自治省）

1997 第三セクター「柏崎ショッピングモール」設立

＊東本町の平日の歩行者が1,980人に減少

＊1982年では4,642人　

＊1987年では3,358人

1998 ショッピングセンター「フォンジェ」オープン

＊10月22日開店日　来店客30,000人

＊テナント31店

＊初年度売上20億円（当初計画39億円）

2001 核テナントのスーパー撤退

＊2カ月後に新規スーパー入居

2001 「柏崎ショッピングモール」民事再生手続申請

＊負債総額約26億円

2002 債権者集会において再生計画案承認

「東本町まちづくり事業」における
商店街の経緯

中心市街地活性化事業の標準工程計画について
―柏崎市の事例を参考に、あなたの街の事業計画を考えてみませんか―

大　
規　
模　
商　
業　
施　
設　
を　
核　
と　
し　
た　

中　
心　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
事　
業　
の　
標　
準　

工　
程　
計　
画　
を　
上　
図　
に　
示　
し　
ま　
す　
。　

工　
程　
は　
約　
二　
年　
、　
初　
年　
度　
に　
出　

店　
地　
を　
確　
定　
し　
、　
施　
設　
概　
要　
を　
検　

討　
し　
た　
後　
、　
環　
境　
評　
価　
を　
経　
て　
、　

大　
規　
模　
小　
売　
店　
舗　
立　
地　
法　
（　
通　
称　

大　
店　
立　
地　
法　
）　
の　
届　
け　
出　
を　
行　
い　

ま　
す　
。　
そ　
の　
際　
、　
開　
発　
許　
可　
が　
必　

要　
に　
な　
る　
場　
合　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　

の　
後　
、　
住　
民　
説　
明　
会　
を　
通　
じ　
て　
地　

元　
住　
民　
の　
意　
見　
を　
求　
め　
、　
周　
辺　
住　

民　
と　
の　
調　
整　
に　
入　
り　
ま　
す　
。　
二　
年　

目　
に　
入　
り　
、　
都　
道　
府　
県　
か　
ら　
の　
意　

見　
に　
対　
し　
て　
出　
店　
者　
が　
自　
主　
的　
に　

対　
応　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
結　
審　
が　

な　
さ　
れ　
、　
建　
築　
確　
認　
申　
請　
の　
後　
、　

建　
築　
工　
事　
の　
着　
工　
が　
可　
能　
と　
な　
り　

ま　
す　
。　

こ　
の　
工　
程　
計　
画　
に　
お　
け　
る　
ポ　
イ　

ン　
ト　
は　
、　
次　
の　
三　
点　
で　
す　
。　

①　
環　
境　
評　
価　
を　
ク　
リ　
ア　
し　
た　
後　
、　

都　
道　
府　
県　
に　
大　
店　
立　
地　
法　
の　
届　
け　

出　
を　
行　
う　
こ　
と　
。　

②　
都　
道　
府　
県　
や　
市　
町　
村　
等　
と　
開　
発　

行　
為　
に　
か　
か　
わ　
る　
協　
議　
を　
十　
分　
行　

う　
こ　
と　
。　

③　
環　
境　
評　
価　
・　
市　
町　
村　
や　
商　
業　
者　

等　
の　
協　
議　
・　
開　
発　
申　
請　
手　
続　
き　
終　

了　
後　
に　
建　
築　
確　
認　
申　
請　
を　
行　
う　
こ　

と　
。　

（「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
編
集
室
）

■中心市街地活性化事業の標準工程計画

※届出書等の協議がスムーズに行われることを前提とした工程計画です。周辺環境への影響がない立地であれば期間短縮も可能です。
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市街地再開発事業における新しい権利変換方式
－全館保留床型（定期借地権付）－

再開発事業には土地の権利の調整が必要であり、「権利変換」という仕組みによって解決します。簡単にいえば、「再開発前の諸権利を、

再開発後に新しく建設される施設に対する権利に変換・移行するか、あるいは金銭の補償によって消滅させる」方法です。

従来の「原則型」は（図Ⅰ）のようになります。再開発前の土地所有権は、再開発予定地全体の一部の所有権となり、この土地所有者

は新しい施設の所有を目的とする地上権を設定します。土地所有者は、土地所有権の共有持分、地上権設定に伴う損失補償として、施設

建築物の一部（権利床）及びそれに対応する地上権の共有持分を取得し、これで再開発前の土地所有者に関する問題は、中心市街地の高

い地価の影響を受けずに解決されることになります。

問題は、新しい建築物の容積増加に伴う残りの床面積（保留床）の売却と、施設を建設する施工者との関係です。施工者Ｘは保留床の

売却によって建設資金を回収しなければなりませんが、中心市街地の高い地価が反映されて困難となります。しかし、リスクを負ってで

も保留床を買い取ろうとする業者は資本力が豊かな同一の大型店ということになりがちで、その大型店がイニシアティブをとることにな

ります。

＜再開発後＞

保留床の売却という問題を解決するために生み出された方法が全館保留型です（図Ⅱ）。

①全館留保床型（定期借地権付）として、商店街・地権者が出資・経営するまちづくり会社Ｙが施設を買い取り運営します。

②地権者が店舗を営業する場合はまちづくり会社Ｙから床を借り家賃を払いますが、地権者はまちづくり会社Ｙから地代収入を得て家賃

を相殺できます。

③まちづくり会社Ｙは地権者以外の店舗営業者から地代収入を得ることで、建設資金を返済します。

（この方法の利点）

保留床の売却という困難な問題を、中心市街地の高い地価を反映させずに回避できます。常に定期借地権付の保留床を「まちづくり会

社」が保有するという形態をとるからです。

この結果、商店街の新陳代謝が進みやすくなります。「今は商売を続けたいが、後継者がいないので将来はわからない」という商店主

も営業を続けられます。また、「アイデアと活力はあるが、土地を取得する資金はない」若い業者を呼び込みやすくなります。しかも、

原則型と異なって、資金力の豊かな大型店にイニシアティブをとられることもありません。

Focus 政策・制度

（図Ⅰ）権利変換（原則型）

（図Ⅱ）全館保留床型（定期借地権付）

問い合わせ先　中心市街地活性化推進室　電話 03-3580-1471

ホームページ URL http//www.ias.biglobe.ne.jp/madoguchi-go/

高　
度　
な　
調　
整　
を　
必　
要　
と　
す　
る　
中　
小　

小　
売　
商　
業　
高　
度　
化　
事　
業　
を　
推　
進　
す　
る　

た　
め　
に　
、　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
を　
企　
画　
･  
調　

整　
･  
推　
進　
す　
る　
機　
関　
と　
し　
て　
新　
設　
さ　

れ　
た　
Ｔ　
Ｍ　
Ｏ　（　
タ　
ウ　
ン　
マ　
ネ　
ー　
ジ　
メ　
ン　
ト　

オ　
ー　
ガ　
ニ　
ゼ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
）　が　
積　
極　
的　
に　
活　

用　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

「
街　
の　
顔
」　を　
蘇　
ら　
せ　

賑　
わ　
い　
を　
取　
り　
戻　
す　
活
性
化
策

Focus
政策・制度

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

中　
心　
市　
街　
地　
の　
活　
性　
化　
に　
取　
り　
組　

む　
市　
町　
村　
を　
強　
力　
に　
支　
援　
す　
る　
た　
め　
、　

平　
成　
十　
年　
七　
月　
に　「　
中　
心　
市　
街　
地　
に　
お　

け　
る　
市　
街　
地　
の　
整　
備　
改　
善　
及　
び　
商　
業　
等　

の　
活　
性　
化　
の　
一　
体　
的　
推　
進　
に　
関　
す　
る　

法　
律　（　
略　
称　

中　
心　
市　
街　
地　
整　
備　
改　
善　

活　
性　
化　
法　
）　」　が　
施　
行　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
現　

在　
、　
五　
百　
二　
十　
七　
市　
町　
村　
が　
「　
中　
心　
市　

街　
地　
活　
性　
化　
推　
進　
室　
」　
を　
中　
心　
と　
し　
て　

事　
業　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　

八　
〇　
年　
代　
、　
中　
心　
部　
商　
店　
街　
と　
大　

型　
店　
と　
の　
競　
合　
を　
回　
避　
す　
る　
た　
め　
、　

大　
店　
法　
に　
よ　
り　
大　
型　
店　
の　
出　
店　
が　
規　

制　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
結　
果　
、　
大　
型　

店　
は　
、　
郊　
外　
（　
工　
場　
跡　
地　
や　
転　
用　
農　

地　
な　
ど　
）　
に　
出　
店　
し　
、　
大　
規　
模　
駐　
車　

場　
な　
ど　
を　
併　
用　
す　
る　
こ　
と　
で　
、　
土　
日　

ま　
と　
め　
買　
い　
や　
若　
い　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
な　

ど　
の　
新　
た　
な　
顧　
客　
ニ　
ー　
ズ　
に　
応　
え　
ま　

し　
た　
。　
中　
心　
部　
商　
店　
街　
に　
空　
き　
店　
舗　

が　
出　
始　
め　
る　
の　
と　
同　
じ　
頃　
、　
全　
国　
的　

に　
中　
心　
部　
の　
大　
規　
模　
店　
、　
市　
役　
所　
や　

病　
院　
な　
ど　
も　
郊　
外　
へ　
移　
転　
し　
て　
い　
っ　

た　
た　
め　
、　
数　
々　
の　
支　
援　
制　
度　
が　
創　
設　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

①
地
域
内
経
済
循
環
の
実
現

中　
央　
資　
本　
に　
よ　
る　
大　
型　
店　
は　
地　
元　

仕　
入　
れ　
が　
少　
な　
い　
た　
め　
、　
地　
元　
の　
中　

小　
製　
造　
業　
や　
卸　
売　
業　
者　
は　
受　
注　
が　
困　

難　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
地　
元　
の　
製　
品　
が　
地　

元　
で　
消　
費　
さ　
れ　
経　
済　
的　
な　
好　
循　
環　
が　

生　
ま　
れ　
る　
こ　
と　
が　
望　
ま　
れ　
ま　
す　
。　

②
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

生
活
利
便
性
の
向
上

都　
市　
の　
郊　
外　
化　
・　
分　
散　
化　
は　
車　
へ　

の　
依　
存　
度　
を　
一　
層　
強　
め　
、　
高　
齢　
者　
な　

ど　
車　
社　
会　
の　
弱　
者　
の　
生　
活　
利　
便　
性　
を　

奪　
い　
ま　
す　
。　
中　
心　
部　
に　
商　
業　
・　
都　
市　

機　
能　
を　
集　
め　
た　
高　
齢　
化　
社　
会　
へ　
の　
対　

応　
が　
望　
ま　
れ　
ま　
す　
。　

③　
「
街
の
顔
」　
の
創
出　
・　
維
持

地　
域　
間　
競　
争　
で　
個　
性　
を　
発　
揮　
す　
る　

た　
め　
に　
は　
、　
街　
の　
顔　
と　
も　
い　
え　
る　
中　
心　

部　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
づ　
く　
り　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

活　
性　
化　
支　
援　
事　
業　
の　
制　
度　
と　
内　
容　

の　
一　
部　
（　
＊　
）　
を　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　
続　
け　
て　

事　
例　
で　
紹　
介　
す　
る　
「　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　

ョ　
ッ　
プ　
制　
度　
」　
に　
も　
「　
空　
き　
店　
舗　
対　

策　
事　
業　
」　
な　
ど　
多　
く　
の　
制　
度　
が　
あ　
り　

ま　
す　
。　

①
新
し
い
権
利
変
換
方
式
の
検
討

事　
業　
地　
が　
高　
地　
価　
の　
場　
合　
は　
権　
利　

調　
整　
が　
困　
難　
と　
な　
る　
た　
め　
、　
定　
期　
借　

地　
権　
の　
手　
法　
を　
用　
い　
て　
、　
土　
地　
の　
所　

有　
と　
利　
用　
を　
分　
離　
す　
る　
手　
法　
が　
開　
発　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
具　
体　
的　
に　
は　
、　
左　

図　
に　
示　
す　
新　
し　
い　
権　
利　
変　
換　
方　
式　
で　

あ　
る　
「　
全　
館　
保　
留　
床　
型　
（　
定　
期　
借　
地　

権　
付　
）　」　
が　
活　
用　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

②
都
市
計
画
区
域
外
開
発　
へ　
の　
対
応

都　
市　
計　
画　
区　
域　
外　
で　
あ　
る　
農　
村　
部　

の　
大　
規　
模　
開　
発　
に　
つ　
い　
て　
は　
都　
市　
計　

画　
法　
が　
適　
用　
で　
き　
な　
い　
た　
め　
、　
あ　
る　

地　
域　
で　
は　
、　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
条　
例　
な　
ど　

を　
つ　
く　
り　
独　
自　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
を　
進　

め　
て　
い　
ま　
す　
。　

③
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
積
極
的
な
活
用

中
心
市
街
地
の
現
状

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

留
意
点
と
対
応
策

中
心
市
街
地
活
性
化
の
目
的

中
心
市
街
地
活
性
化
の

支
援
制
度

＊　
経　
済　
産　
業　
省　
の　
主　
要　
な　
支　
援　
制　
度　
で　
す　
。　
他　
の　
支　
援　

制　
度　
は　
中　
心　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
室　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
を　
ご　

覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　
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い　
を　
取　
り　
戻　
そ　
う　
と　
、　
本　
年　
七　
月　
六　
日　
、　

独　
立　
開　
業　
希　
望　
者　
を　
募　
っ　
て　
中　
心　
市　
街　

地　
の　
ビ　
ル　
内　
に　
設　
け　
た　
数　
坪　
の　
店　
舗　
を　

貸　
し　
出　
す　
「　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　

W  
A
’  s  
モ　
ー　
ル　
（　
ワ　
ッ　
ツ　
モ　
ー　
ル　
）　」　

が　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
ま　
し　
た　
。　
出　
店　
は　
十　
店　

舗　
で　
、　
午　
前　
十　
時　
か　
ら　
午　
後　
八　
時　
ま　
で　

の　
営　
業　
、　
来　
店　
者　
数　
は　
初　
日　
が　
一　
六　
四　

七　
人　
、　
二　
日　
目　
が　
一　
四　
六　
七　
人　
と　
、　
予　

想　
以　
上　
の　
大　
盛　
況　
で　
し　
た　
。　

こ　
の　
事　
業　
に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
三　
つ　

の　
特　
徴　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
事　
業　
は　
、　
山　
形　
県　
の　
大　
学　
に　
在　

学　
中　
、　
山　
形　
市　
の　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　

プ　
設　
立　
に　
か　
か　
わ　
っ　
た　
蜂　
谷　
代　
表　
の　

「　
生　
ま　
れ　
育　
っ　
た　
一　
関　
を　
活　
気　
づ　
け　
た　

い　
」　
と　
の　
呼　
び　
か　
け　
に　
集　
ま　
っ　
た　
地　
元　

若　
者　
に　
よ　
っ　
て　
実　
現　
し　
ま　
し　
た　
。　
本　
格　

的　
な　
取　
り　
組　
み　
は　
、　
蜂　
谷　
代　
表　
が　
大　
学　

を　
出　
て　
二　
年　
目　
の　
二　
〇　
〇　
一　
年　
四　
月　
、　

現　
在　
の　
事　
務　
局　
長　
の　
藤　
原　
さ　
ん　
と　
、　
二　

人　
を　
支　
援　
す　
る　
地　
元　
の　
不　
動　
産　
鑑　
定　
士　
、　

尾　
形　
顧　
問　
の　
三　
人　
が　
、　
山　
形　
市　
の　
チ　
ャ　

レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
「　
ブ　
ロ　
ッ　
ク　
ス　
」　

（　
二　
〇　
〇　
〇　
年　
十　
二　
月　
に　
オ　
ー　
プ　
ン　
）　

を　
訪　
ね　
る　
こ　
と　
か　
ら　
始　
ま　
り　
ま　
す　
。　

オ　
ー　
プ　
ン　
し　
て　
一　
年　
以　
上　
経　
過　
し　
た　

山　
形　
の　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
は　
、　
客　

も　
少　
な　
く　
、　
当　
初　
の　
活　
気　
は　
消　
え　
て　
い　

ま　
し　
た　
。　「　
山　
形　
で　
さ　
え　
こ　
う　
だ　
か　
ら　
、　

一　
関　
で　
は　
う　
ま　
く　
い　
か　
な　
い　
の　
で　
は　
な　

い　
か　
」　
と　
不　
安　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
逆　

に　
「　
何　
か　
を　
始　
め　
な　
け　
れ　
ば　
一　
関　
に　
元　

気　
は　
戻　
ら　
な　
い　
」　
と　
の　
強　
い　
思　
い　
が　
、　

蜂　
谷　
さ　
ん　
と　
藤　
原　
さ　
ん　
の　
強　
い　
信　
念　
に　

な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
若　
者　
二　
人　
の　
決　
意　

を　
、　
冷　
静　
な　
判　
断　
で　
尾　
形　
顧　
問　
が　
後　
押　

し　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
こ　
と　
が　
心　
の　
支　
え　

に　
な　
っ　
て　
い　
た　
と　
二　
人　
は　
話　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
現　
在　
の　
会　
議　
室　
も　
尾　
形　
顧　
問　
の　
提　

供　
に　
よ　
る　
も　
の　
で　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
勢　
い　
の　
あ　
る　
若　
者　
の　
弱　
点　

は　
「　
お　
金　
」　
と　
「　
事　
務　
手　
続　
き　
」　
で　
す　
。　

一　
関　
商　
工　
会　
議　
所　
や　
地　
権　
者　
が　
支　
援　
し　
、　

「　
若　
者　
が　
企　
画　
・　
運　
営　
し　
、　
ま　
ち　
が　
バ　

ッ　
ク　
ア　
ッ　
プ　
す　
る　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　

プ　
」　
が　
実　
現　
し　
ま　
し　
た　
。　
な　
お　
、　
ま　
ち　

の　
支　
援　
内　
容　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
後　
述　
の　
課　

・コロッケ専門店

・アジアンコミュニティ－ショップ

・日替わり弁当

・リサイクルショップ

・ミニ喫茶・農産物・古代米工芸品

・カントリー雑貨

・美術工芸品

・リラクゼーションマッサージ

・バルーンアート

・中国衣料雑貨

若
者
に
よ
る
企
画
・
運
営
を

ま
ち
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特徴1

出店

10店舗の

営業内容

一　
関　
市　
中　
心　
市　
街　
地　
で　
は　
、　
一　
九　
九　

七　
年　
八　
月　
に　
Ｊ　
Ｒ　
一　
ノ　
関　
駅　
前　
の　
千　
葉　

久　
デ　
パ　
ー　
ト　
が　
閉　
店　
し　
て　
か　
ら　
商　
店　
の　

閉　
店　
が　
相　
次　
ぎ　
、　
地　
価　
の　
下　
落　
幅　
も　
二　

〇　
〇　
一　
年　
の　
六　
・　
七　
％　
か　
ら　
七　
・　
〇　
％　

に　
拡　
大　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
本　
年　
五　
月　
に　
は　

「　
ヤ　
マ　
ニ　
三　
春　
屋　
一　
関　
店　
」　
と　
し　
て　
開　

業　
し　
、　
十　
二　
年　
間　
営　
業　
を　
続　
け　
て　
き　
た　

ダ　
イ　
エ　
ー　
一　
関　
店　
が　
閉　
店　
に　
至　
り　
ま　
し　

た　
。　こ　

の　
よ　
う　
に　
商　
店　
の　
閉　
店　
が　
続　
き　
、　

大　
型　
店　
も　
去　
っ　
た　
中　
心　
市　
街　
地　
に　
賑　
わ　

■問い合わせ先

ICM いちのせき夢空間実行委員会

代表　蜂谷悠介 電話 0191－23－5161

ホームページURL http://www.ez-mode.com/icm/top.html

１　

・設 立 地：一関市大町（旧カワトク跡）

・設立時期：平成14年7月6日

・出 店 数：10～12店舗（One day shopブース、

フリースペースを設ける）

・出店業種：販売できるモノであれば、特に問わない

・出店資格：18歳以上で商業意欲に溢れ、将来一関市で

独立開業したい人

・出店面積：2～3坪（１店舗あたり）

・家　　賃：新規創業者１坪１万円

（礼金敷金なし、冷暖房費別途）

One day shopブース出店料１日

（平日 1,000円、土日祝日1,500円）

・契約期間：基本１年間

・営業時間：10時～20時

・定 休 日：毎週水曜日

・講 習 会：経営、会計、接客などに関する専門家や既存

商店街の店主による講習会を開催し、新規

事業者に店舗経営の基本を身につけてもら

う。

・広報活動：チャレンジショップ広報誌やチラシ、ホーム

ページなどの制作

・イベント：フリーマーケット、カルチャー教室、個展など

を行い、集客に努める。また、産直物産市な

ども開催し、一関市の特性を出していく。

・One day shopブース： 業者、個人を問わず、商品、作

品を広くPRしたいという方々のために、日

割り貸し出しで出店できるスペースを設ける。

チャレンジショップ事業

「　
W  
A
’  s  
モ　
ー　
ル　
」　

七　
月　
六　
日　
オ　
ー　
プ　
ン　

7月6日オープン当日のにぎわい

地
元
若
者　
の　
企
画　
・　
運
営　
に　
よ　
る　

「　
目　
指
す　
は　
賑に

ぎ

わ　
い　
発
信
基
地　
」　

「
総
合
型　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ
」　

岩
手
県

一
関
市

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

Focus
政策・制度

一　
関　
市　
は　
、　
岩　
手　
県　
の　
南　
玄　
関　
口　
に　
位　
置　

す　
る　
人　
口　
約　
六　
万　
三　
千　
人　
の　
都　
市　
で　
す　
。　

Ｊ　
Ｒ　
東　
北　
新　
幹　
線　
と　
東　
北　
本　
線　
・　
大　
船　
渡　

線　
が　
走　
り　
、　
南　
北　
に　
は　
国　
道　
四　
号　
線　
・　
東　

北　
縦　
貫　
自　
動　
車　
道　
が　
、　
東　
西　
に　
は　
国　
道　
二　

八　
四　
号　
・　
三　
四　
二　
号　
・　
四　
五　
七　
号　
が　
貫　
く　

交　
通　
の　
要　
衝　
で　
あ　
り　
、　
岩　
手　
県　
南　
・　
宮　
城　

県　
北　
地　
域　
の　
中　
核　
都　
市　
と　
し　
て　
文　
化　
・　
流　

通　
・　
産　
業　
の　
拠　
点　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ま　

た　
、　
古　
く　
は　
「　
奥　
の　
細　
道　
」　
で　
の　
芭　
蕉　
最　

北　
の　
宿　
と　
し　
て　
も　
知　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　
〇　
〇　
二　
年　
七　
月　
、　
こ　
の　
一　
関　
市　
中　
心　

市　
街　
地　
の　
空　
き　
店　
舗　
を　
活　
用　
し　
た　
「　
チ　
ャ　

レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
」　
が　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
ま　
し　

た　
。　
一　
関　
商　
工　
会　
議　
所　
が　
事　
業　
主　
体　
と　
な　

り　
、　
自　
営　
業　
者　
や　
会　
社　
員　
な　
ど　
の　
地　
元　
若　

者　
十　
六　
人　
で　
構　
成　
す　
る　
団　
体　
「　
い　
ち　
の　
せ　
き　

夢　
空　
間　
実　
行　
委　
員　
会　
」　（　
蜂　
谷　
悠　
介　
代　
表　
ほ　

か　
現　
在　
十　
五　
人　
）　
が　
企　
画　
・　
運　
営　
を　
担　
当　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
「　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
」　
は　
、　

大　
学　
進　
学　
の　
た　
め　
一　
関　
市　
を　
離　
れ　
た　
若　
者　

が　
、　
休　
暇　
で　
故　
郷　
一　
関　
に　
戻　
っ　
て　
来　
る　
た　

び　
に　
シ　
ャ　
ッ　
タ　
ー　
を　
閉　
め　
て　
い　
る　
店　
が　
増　

え　
、　
寂　
し　
く　
な　
っ　
て　
い　
く　
商　
店　
街　
に　
「　
も　

う　
一　
度　
ワ　
ク　
ワ　
ク　
感　
を　
取　
り　
戻　
し　
た　
い　
」　

と　
の　
想　
い　
で　
発　
案　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
に　
同　

世　
代　
の　
仲　
間　
が　
賛　
同　
し　
、　
商　
工　
会　
議　
所　
な　

ど　
が　
バ　
ッ　
ク　
ア　
ッ　
プ　
し　
な　
が　
ら　
短　
期　
間　
に　

実　
現　
さ　
せ　
た　
中　
心　
市　
街　
地　
活　
性　
化　
事　
業　
で　

す　
。　近　

年　
、　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
が　
全　
国　
で　

拡　
が　
り　
を　
見　
せ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
こ　
の　
一　
関　
市　

チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
は　
、　「　
ま　
ち　
の　
元　
気　
」　

を　
取　
り　
戻　
す　
の　
は　
、　
ま　
ち　
を　
想　
う　
地　
元　
若　
者　

の　
気　
持　
ち　
と　
実　
行　
力　
と　
、　
そ　
れ　
を　
支　
援　
す　

る　
行　
政　
の　
力　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
示　
唆　
す　
る　
事　

例　
と　
評　
価　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

いちのせき夢空間実行委員会の皆さん

（左から4人目が蜂谷代表）
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す　
べ　
て　
実　
施　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

数　
々　
の　
幸　
運　
に　
も　
恵　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　

が　
、　
ゼ　
ロ　
か　
ら　
出　
発　
し　
十　
四　
カ　
月　
で　
オ　

ー　
プ　
ン　
し　
た　
実　
行　
力　
は　
一　
関　
の　
大　
き　
な　

特　
徴　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

十　
四　
カ　
月　
の　
歩　
み　
は　
1  8  
ペ　
ー　
ジ　
表　
の　

通　
り　
で　
す　
。　

事　
業　
の　
準　
備　
期　
間　
中　
に　
は　
、　
当　
初　
か　

ら　
多　
く　
の　
課　
題　
が　
発　
生　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　

民　
・　
官　
の　
各　
々　
の　
役　
割　
分　
担　
や　
ボ　
ラ　
ン　

テ　
ィ　
ア　
活　
動　
を　
通　
じ　
て　
解　
決　
さ　
れ　
ま　
し　

た　
。　

立　
ち　
止　
ま　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
解　
決　
し　
て　

い　
っ　
た　
こ　
と　
が　
短　
期　
間　
で　
の　
事　
業　
実　
現　

に　
つ　
な　
が　
っ　
た　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

課
題
と　
そ　
の　
解
決
策　
１　

場
所　
の　
確
保　
・　
安
価
な
賃
料　
の　
実
現

チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
検　
討　
か　
ら　
二　

カ　
月　
経　
っ　
た　
六　
月　
、　
一　
関　
市　
大　
町　
に　
あ　

る　
ビ　
ル　
の　
オ　
ー　
ナ　
ー　
に　
企　
画　
書　
を　
持　
っ　

て　
相　
談　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
、　「　
良　
い　
か　
悪　
い　

か　
や　
っ　
て　
み　
な　
け　
れ　
ば　
分　
か　
ら　
な　
い　
が　
、　

や　
る　
価　
値　
は　
あ　
る　
」　
と　
の　
心　
強　
い　
言　
葉　

と　
、　
中　
心　
市　
街　
地　
の　
二　
階　
建　
て　
ビ　
ル　

（　
一　
階　
五　
十　
六　
坪　
、　
二　
階　
五　
十　
坪　
）　
を　

月　
十　
六　
万　
円　
で　
賃　
貸　
す　
る　
と　
の　
具　
体　
的　

な　
支　
援　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

場　
所　
の　
確　
保　
と　
安　
価　
な　
賃　
料　
の　
実　
現　

こ　
そ　
が　
こ　
の　
事　
業　
を　

支　
え　
る　
屋　
台　
骨　
で　
す　

か　
ら　
こ　
の　
後　
、　
出　
店　

者　
の　
募　
集　
な　
ど　
の　
活　

動　
も　
本　
格　
化　
し　
、　
団　

体　
名　
も　
「　
岩　
手　
シ　
テ　
ィ　

ー　
マ　
ネ　
ジ　
メ　
ン　
ト　（　
Ｉ　

Ｃ　
Ｍ　
）　」　
と　
名　
づ　
け　
ら　

れ　
ま　
し　
た　
。　

課
題
と　
そ　
の　
解
決
策　
2  

社
会
的
に

信
用　
が
得
に
く
い

水　
沢　
市　
や　
宮　
城　
県　

ま　
で　
出　
か　
け　
て　
出　
店　
者　
募　
集　
用　

の　
ポ　
ス　
タ　
ー　
を　
貼　
っ　
て　
も　
ら　
う　

お　
願　
い　
を　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
す　
べ　

て　
断　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
原　
因　
は　
、　

Ｉ　
Ｃ　
Ｍ　
と　
い　
う　
団　
体　
名　
が　
営　
利　

団　
体　
と　
思　
わ　
れ　
た　
こ　
と　
で　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
若　
者　
中　
心　
の　
団　
体　
で　
、　

社　
会　
的　
信　
用　
が　
得　
に　
く　
い　
こ　
と　

も　
一　
因　
だ　
っ　
た　
よ　
う　
で　
す　
。　
そ　

こ　
で　
、　
商　
工　
会　
議　
所　
青　
年　
部　
や　

青　
年　
会　
議　
所　
に　
後　
援　
団　
体　
に　
な　

っ　
て　
も　
ら　
い　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　

後　
日　
、　
組　
織　
内　
の　
体　
制　
を　
内　
外　

に　
明　
確　
に　
示　
す　
た　
め　
、　
事　
業　
を　

運　
営　
す　
る　
「　
い　
ち　
の　
せ　
き　
夢　
空　

間　
実　
行　
委　
員　
会　
」　
を　
設　
置　
し　
ま　

し　
た　
。　

課
題
と
そ
の
解
決
策
3

不
慣　
れ　
な　
事
務
処
理　

（　
経
理　
・　
申
請
手
続　
）　

実　
務　
経　
験　
に　
不　
慣　
れ　
な　
若　
者　
は　
、　
組　

織　
運　
営　
に　
不　
可　
欠　
な　
経　
理　
実　
務　
と　
消　

防　
・　
保　
健　
所　
な　
ど　
行　
政　
機　
関　
へ　
の　
申　
請　

手　
続　
を　
、　
商　
工　
会　
議　
所　
に　
指　
導　
・　
協　
力　

を　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

商　
工　
会　
議　
所　
か　
ら　
「　
い　
ち　
の　
せ　
き　
夢　

空　
間　
実　
行　
委　
員　
会　
」　
は　
、　
企　
画　
・　
運　
営　

に　
徹　
す　
る　
専　
門　
グ　
ル　
ー　
プ　
と　
し　
て　
商　
業　

振　
興　
策　
の　
大　
切　
な　
役　
割　
を　
担　
う　
と　
認　
め　

ら　
れ　
た　
た　
め　
、　
経　
理　
事　
務　
と　
申　
請　
手　
続　

Focus 政策・制度

2  

1  4  
カ　
月　
の　
準　
備　
中　
に　

発　
生　
し　
た　
課　
題　
と　

そ　
の　
解　
決　
策　

き　
へ　
の　
協　
力　
が　
得　
ら　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　

民　
・　
官　
の　
協　
力　
関　
係　
の　
一　
つ　
の　
あ　
り　
方　

が　
示　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

課
題
と
そ
の
解
決
策
4

活
動
資
金
の
獲
得

活　
動　
当　
初　
は　
、　
資　
金　
確　
保　
を　
目　
的　
と　

し　
て　
Ｎ　
Ｐ　
Ｏ　
設　
立　
を　
考　
え　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

徐　
々　
に　
経　
理　
・　
申　
請　
手　
続　
き　
を　
商　
工　
会　

議　
所　
に　
お　
願　
い　
し　
、　
資　
金　
調　
達　
も　
商　
工　

会　
議　
所　
に　
お　
願　
い　
で　
き　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　
本　
事　
業　
の　
事　
業　
主　
体　
が　
一　
関　

商　
工　
会　
議　
所　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　
は　
こ　
の　

た　
め　
で　
す　
。　

一関チャレンジショップ事業は、富山市中央通商店街

の（若き商店主を育成する）ミニ・チャレンジショップ

「フリークポケット」のインキュベータ事業を参考にさ

せていただきました。2年間のミニ・チャレンジショッ

プ事業の成果は顕著に現れているようです。4年目を迎

えた現在では、2件目のチャレンジショップを設立する

に至り、一関チャレンジショップ企画での成果も期待で

きるのではないでしょうか。各地域でもこのような事業

が盛んに行われており、ネットワークを確立していけば、

日本が起業家社会へ発展していくと同時に、地域経済の

活性化に繋がっていくのではないでしょうか。平成1 3

年8月2 7日～2 8日に行った、富山市ミニ・チャレンジ

ショップ事業の視察を参考に企画を詰め、商店街の方々

をはじめ、多くの皆さまの理解と協力を頂きながら、こ

の企画を商店街の中で実現したいと考えています。

コラム

いちのせき夢空間実行委員会

目指すは賑わい発信基地！
私たちは、中心市街地の空き店舗を利用し「賑わい発信基地」をつくりたいと考えます。チ

ャレンジショップによる元気な商店主の育成、各種イベントの企画、商店街のP R活動などは

もちろんのこと、地元ケーブルテレビの協力によるサテライトスタジオ併設やホームページに

よる空き店舗情報の公開などにより、まちなかの情報を発信していこうと考えています。これ

らの活動を通し、この「賑わい発信基地」から街の元気を発信していきたいと考えています。

コンセプト

■総合型チャレンジショップ

大型デパートの郊外進出による中心商店街の空洞化が著しい今、チャレンジショップが商店

街活性化の起爆剤になるのではないかと注目されています。既存のチャレンジショップでは、

新規の商店主に対するサポートという一面しかありません。しかし、一関では新規創業者と既

存業者に対するサポートのほか、ケーブルテレビ・サテライトスタジオ併設によるまちなか情

報の発信、ホームページでの空き店舗情報公開など総合型チャレンジショップを目指します。

また、多くの方々にも商売の面白みを体感していただけるように、ショップ内にフリーマーケ

ットスペースを設けたり、どなたでも教室を開けるカルチャースクールも設けます。

一関だからこそできるチャレンジショップにしていきたいと思います。

事業概要

■創業者育成事業

◎出店者の募集

起業したいけれど、方法がわからなかったり、資金不足などの創業希望者を中心に県内外か

ら広く募集し、商店街の一つのビルを使用して、期間限定で商店主として勉強をしてもらいま

す。「元気ある店主たちによる新たな商売の創出」というコンセプトのもと、募集を行い、街

に活気ある客層を集客できればと考えています。2階建てのビル内の1階部分を１店舗当たり2

～3坪に区割りし、1 0～1 4店舗が営業できるようにします。また、日割り貸しのできるフリ

ーマーケットブースや情報を掲示できるインフォメーションブースなども設けます。2階部分

は出店者や一般の方々がカルチャースクールを開校出来る部屋を設け、独自性を持った方々が

活躍できる場所を提案します。

◎育成期間―講習会・イベント―

育成期間内には、経営や独立、商売に関する講習会を開催します。雇用促進事業団、商工会

議所、両磐地域中小企業支援センターなどが開催するセミナーへの参加や、商店街の方や中小

企業診断士を講師に招く勉強会などを設け、知識と教養・商売実務などを学びます。また、商

店街で行われるイベントなどにも積極的に参加することで、商店街の文化や雰囲気、商売の基

本などを学び取ります。このような場所を設けることにより、さまざまなネットワークづくり

や情報交換など、刺激しあえる「相互支援の場」としても利用されることを期待しています。

◎独立開業への見極め

ビル内への出店契約期間は、最短で1年、最長で2年を想定しています。この契約期間内に

出店者は自分の適正を見極め、独立開業するか、それともあきらめるかを私たちとともに判断

します。

◎独立開業後

独立開業場所は、一関市内の商店街にしたいと考えています。

■既存業者への新規市場開拓支援

「自分の店にしかない商品」「特殊技術をいかしたオリジナル商品」などを販売しているが、

それらを広く告知できないでいる既存店舗にアンテナショップとして活用してもらいます。ま

た、人件費までは出せないが自分の店の商品を広くP Rしたいという店舗のために、数点の商

品をP Rブースに陳列告知する支援も行います。

■まちなか情報発信

◎ケーブルテレビ・サテライトスタジオ併設

一関ケーブルネットワークの協力により、チャレンジショップ内にサテライトスタジオを併

設します。このサテライトスタジオを使い、商店街のお買い得情報やイベント情報などを発信

と、賑わいの演出を行います。

◎空き店舗情報ホームページの開設

一関商工会議所の構想案である空き店舗情報ＨＰの開設を行います。商店街の空き店舗活用

を促進する要因になることを望んでいます。

シ　
ョ　
ッ　
プ　
で　
す　
。　
気　
軽　
に　
参　
加　
で　
き　
る　

カ　
ル　
チ　
ャ　
ー　
ス　
ク　
ー　
ル　
な　
ど　
、　
一　
関　
独　

自　
の　
工　
夫　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
モ　
ー　
ル　
内　
に　
サ　
テ　
ラ　
イ　
ト　
ス　

タ　
ジ　
オ　
を　
設　
置　
し　
て　
、　
毎　
週　
金　
曜　
日　
、　

一　
関　
ケ　
ー　
ブ　
ル　
テ　
レ　
ビ　
の　
お　
昼　
の　
番　
組　

と　
し　
て　
二　
人　
の　
キ　
ャ　
ス　
タ　
ー　
が　
生　
放　
送　

し　
て　
い　
ま　
す　
。　
商　
売　
を　
志　
し　
、　
一　
関　
に　

店　
を　
持　
ち　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
る　
十　
八　
歳　

以　
上　
の　
人　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
経　
験　
も　
業　
種　
も　

問　
わ　
な　
い　
、　
あ　
た　
か　
も　
フ　
リ　
ー　
マ　
ー　
ケ　

ッ　
ト　
の　
よ　
う　
に　
個　
性　
が　
溢　
れ　
る　
雰　
囲　
気　

を　
感　
じ　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
は　
、　
マ　
ン　
ネ　
リ　
化　
を　
防　
止　
し　
、　

出　
店　
者　
の　
意　
欲　
を　
持　
続　
さ　
せ　
る　
た　
め　
に　

は　
、　
自　
由　
な　
ス　
ペ　
ー　
ス　
が　
一　
番　
望　
ま　
し　

い　
と　
の　
考　
え　
に　
基　
づ　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　
〇　
〇　
一　
年　
四　
月　
下　
旬　
の　
山　
形　
市　
視　

察　
か　
ら　
二　
〇　
〇　
二　
年　
七　
月　
ま　
で　
の　
わ　
ず　

か　
十　
四　
カ　
月　
で　
、　
委　
員　
会　
の　
結　
成　
、　
場　

所　
・　
賃　
料　
の　
決　
定　
、　
資　
金　
確　
保　
、　
出　
店　

者　
の　
決　
定　
、　
イ　
ベ　
ン　
ト　
や　
Ｐ　
Ｒ　
活　
動　
な　

ど　
、　
事　
業　
オ　
ー　
プ　
ン　
に　
必　
要　
な　
こ　
と　
を　

題　
１　
・　
２　
で　
説　
明　
し　
ま　
す　
。　

「　
W  
A
’  s  
モ　
ー　
ル　
」　
が　
目　
指　
し　
て　
い　

る　
の　
は　
、　「　
新　
規　
事　
業　
者　
育　
成　
」　、　「　
集　

客　
の　
た　
め　
の　
イ　
ベ　
ン　
ト　
・　
Ｐ　
Ｒ　
活　
動　
」　、　

「　
既　
存　
業　
者　
へ　
の　
新　
規　
事　
業　
開　
拓　
支　
援　
」　

の　
三　
つ　
か　
ら　
な　
る　
総　
合　
型　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　

知
恵　
で　
勝
負　
す　
る　

総
合
型　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　

特徴 2

先
進
地
視
察
か
ら
14
カ
月
で

オ
ー
プ
ン
の
短
期
実
行
型

特徴3



19 18

Focus 政策・制度

私たちはこの一関市で生まれ育ち、小さなころから商店街によ

く買い物に行きました。街に行くというだけでワクワクしたもの

です。当時生活していた街には魅力がたくさんありました。しか

し、現在はそのワクワク感を与えてくれる場が少なくなってきた

ように感じます。

大学を卒業して再び一関で生活することになり、昔の仲間や同

級生と再会する機会が増えました。その中で、皆一様に口を揃え

て言うことは「商店街、寂しくなったよね」という言葉でした。

「生まれ育った一関を活気づけたい」「私たちにワクワク感を与え

てくれた商店街を取り戻したい」…私たちは「商店街活性化のき

っかけになれば」という想いで、チャレンジショップのオープン

に向けて約１年半の間、準備をしてきました。

とにかく、すべてが初めてのことばかりで、たくさんの壁に打

ちあたりました。そんなときに、市役所、商工会議所、商店街を

はじめたくさんの方々に助けていただいたお陰でさまざまな問題

を乗り越えて行くことができたと思っています。

W A ' sモールがオープンして2カ月。微力でも街に「動き」を

付けられたのではないかと思っています。しかし、微力なことに

は変わりありません。やはり、活気ある街にしていくためには、

微力でもいいから、たくさんの「動き」が街の中に出てくること

だと思います。私たちの今回の活動を切っ掛けに、数多くの「動

き」が出てくることを切に願っています。

いちのせき夢実行委員会　蜂谷悠介代表

いちのせき夢空間実行委員会がチャレンジショップ事業を立ち

上げるにあたり、資金的な面で心配がありました。そこで、商工

会議所が事業実施主体となり、補助金を導入いたしましたが、チ

ャレンジショップの企画運営などは、夢空間実行委員会に委託す

る方法をとり、若い人たちの自由な発想により商店街の賑わいを

演出してもらい、予算執行など事務手続きなどについては会議所

が行っております。

企画運営を実行委員会に委ねることにより、従来会議所などが

実施してきたイベントとは違う、若い人たちの自由な発想により

商店街及びチャレンジショップに賑わいを取り戻してくれること

を願い、あまり意見など口を挟まないように行ってまいりました。

また、商店街の一角で事業を実施するわけですから、会議所が

間に入り商店街関係者と夢空間実行委員会とのコミュニケーショ

ンづくりを行ったことにより、オープニングイベントでの共同事

業実施が実現できたものと思います。

今回、夢空間実行委員会の若者が事業を立ち上げたことにより、

商店街同士が共同イベントを実施したほか、商店街の垣根を越え

た街づくり団体（任意）が発足し活動を開始するなど、中心市街

地活性化を進めていく上で、若い力を後押しできる体制づくりを

構築したいと思います。

一関商工会議所　　専務理事　小野寺弘文

き　
夢　
空　
間　
実　
行　
委　
員　
会　
」　
は　
次　
の　
よ　
う　

に　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は

一
つ
の
活
性
化
起
爆
剤

蜂　
谷　
さ　
ん　
た　
ち　
は　
、　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　

ッ　
プ　
を　「　
ま　
ち　
を　
元　
気　
づ　
け　
る　
一　
つ　
の　
起　

爆　
剤　
」　
と　
位　
置　
づ　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　
チ　
ャ　
レ　

ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
だ　
け　
で　
な　
く　
新　
し　
い　
事　
業　

を　
展　
開　
し　
、　
自　
立　
し　
た　
新　
規　
の　
店　
舗　
が　

商　
店　
街　
に　
立　
ち　
並　
ぶ　
必　
要　
が　
あ　
る　
と　
考　

え　
て　
い　
ま　
す　
。　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　

以　
外　
に　
商　
店　
街　
再　
生　
事　
業　
を　
展　
開　
し　
な　

か　
っ　
た　
先　
進　
地　
で　
空　
き　
店　
舗　
が　
出　
て　
い　

る　
状　
況　
か　
ら　
も　
想　
像　
で　
き　
ま　
す　
。　

行
政
支
援
の
制
度
化
を
要
望

今　
回　
の　
事　
業　
は　
、　「　
新　
世　
紀　
型　
商　
店　

街　
創　
出　
モ　
デ　
ル　
事　
業　
」　
の　
認　
定　
を　
受　
け　

る　
こ　
と　
で　
、　
国　
・　
県　
か　
ら　
活　
動　
資　
金　
の　

援　
助　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
市　
に　
お　

い　
て　
は　
、　
該　
当　
す　
る　
支　
援　
モ　
デ　
ル　
事　
業　

が　
な　
か　
っ　
た　
た　
め　
、　
単　
年　
度　
予　
算　
の　
中　

か　
ら　
援　
助　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　

今　
後　
も　
、　
事　
業　
を　
継　
続　
す　
る　
た　
め　
に　

は　
、　
市　
に　
よ　
る　
補　
助　
金　
の　
制　
度　
化　
が　
望　

ま　
れ　
ま　
す　
。　

「　
若　
者　
の　
想　
い　
の　
実　
現　
を　
支　
援　
す　
る　

行　
政　
機　
能　
」　
が　
、　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
は　
必　

要　
な　
の　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
努
力
に
期
待

「　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
制　
度　
」　
は　
、　

そ　
れ　
自　
体　
で　
は　
利　
益　
を　
生　
み　
出　
す　
事　
業　

で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
世　
代　
交　
代　
が　
進　

ま　
ず　
空　
き　
店　
舗　
が　
目　
立　
ち　
始　
め　
た　
地　
元　

で　
、　
次　
世　
代　
層　
の　
経　
営　
者　
を　
育　
成　
す　
る　

た　
め　
の　
事　
業　
で　
あ　
り　
、　
地　
元　
商　
店　
街　
の　

再　
生　
を　
願　
う　
人　
た　
ち　
の　
ボ　
ラ　
ン　
タ　
リ　
ー　

精　
神　
に　
支　
え　
ら　
れ　
た　
活　
動　
で　
す　
。　

五　
年　
、　
十　
年　
と　
い　
っ　
た　
長　
い　
目　
で　
チ　

ャ　
レ　
ン　
ジ　
ャ　
ー　
の　
中　
か　
ら　
一　
人　
で　
も　
多　

く　
の　
人　
が　
中　
心　
市　
街　
地　
に　
店　
舗　
を　
構　
え　

て　
後　
進　
の　
指　
導　
に　
あ　
た　
っ　
た　
り　
、　
中　
心　

市　
街　
地　
を　
活　
性　
化　
す　
る　
新　
し　
い　
事　
業　
の　

企　
画　
・　
運　
営　
に　
携　
わ　
る　
よ　
う　
な　
状　
況　
が　

生　
ま　
れ　
る　
こ　
と　
が　
、　
本　
当　
の　
成　
果　
な　
の　

か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

中　
心　
部　
商　
店　
街　
の　
再　
生　
は　
全　
国　
的　
な　

課　
題　
で　
は　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
今　
の　
と　
こ　
ろ　

解　
決　
の　
即　
効　
薬　
は　
見　
当　
た　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

だ　
か　
ら　
こ　
そ　
、　
空　
き　
店　
舗　
が　
目　
に　
付　

き　
始　
め　
た　
地　
域　
で　
は　
、　
早　
期　
に　
チ　
ャ　
レ　

ン　
ジ　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
な　
ど　
の　
事　
業　
を　
導　
入　
し　
、　

さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
解　
決　
策　
を　
試　
み　
る　
こ　
と　
が　

重　
要　
で　
し　
ょ　
う　
。　

を　
図　
り　
な　
が　
ら　
、　
商　
業　
意　
欲　
の　
維　
持　
や　

マ　
ナ　
ー　
向　
上　
に　
努　
め　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
そ　
の　
ル　
ー　
ル　
が　
委　
員　
会　
か　

ら　
出　
店　
者　
へ　
の　
押　
し　
付　
け　
の　
よ　
う　
に　
と　

ら　
れ　
、　
小　
さ　
な　
ト　
ラ　
ブ　
ル　
が　
絶　
え　
な　
い　

時　
期　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
来　
店　
者　
に　
喜　
ん　

で　
も　
ら　
う　
た　
め　
に　
作　
っ　
た　
ル　
ー　
ル　
の　
は　

ず　
が　
ト　
ラ　
ブ　
ル　
の　
原　
因　
と　
な　
っ　
た　
の　
で　

す　
が　
、　
ル　
ー　
ル　
に　
つ　
い　
て　
の　
話　
し　
合　
い　

が　
「　
商　
売　
と　
は　
何　
か　
」　
に　
発　
展　
し　
、　
出　

店　
者　
が　
納　
得　
し　
た　
ル　
ー　
ル　
が　
で　
き　
あ　
が　

っ　
た　
段　
階　
で　
ト　
ラ　
ブ　
ル　
は　
収　
ま　
り　
ま　
し　

た　
。　

課
題
と
そ
の
解
決
策
6

防
火
対
策

こ　
れ　
は　
、　
消　
防　
署　
の　
指　
導　
に　
よ　
る　
も　

の　
で　
防　
火　
シ　
ャ　
ッ　
タ　
ー　
・　
防　
災　
感　
知　
器　

の　
設　
置　
な　
ど　
、　
防　
火　
対　
策　
に　
約　
百　
万　
円　

が　
必　
要　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

今　
後　
の　
展　
望　
と　
し　
て　
、　「　
い　
ち　
の　
せ　

活　
動　
資　
金　
は　
、　
商　
工　
会　
議　
所　
や　
市　
か　

ら　
得　
ま　
し　
た　
が　
、　
具　
体　
的　
な　
資　
金　
内　
容　

は　
左　
表　
の　
通　
り　
で　
す　
。　

資　
金　
確　
保　
の　
目　
途　
が　
つ　
い　
た　
後　
も　
、　

ポ　
ス　
タ　
ー　
の　
コ　
ピ　
ー　
は　
、　
尾　
形　
顧　
問　
の　

事　
務　
所　
で　
作　
成　
し　
た　
り　
、　
現　
在　
の　
ホ　
ー　

ム　
ペ　
ー　
ジ　
は　
、　
代　
表　
で　
あ　
る　
蜂　
谷　
さ　
ん　

個　
人　
の　
仕　
事　
で　
あ　
っ　
た　
り　
、　
さ　
ら　
に　
は　

モ　
ー　
ル　
の　
内　
外　
装　
は　
店　
舗　
設　
計　
事　
務　
の　

専　
門　
家　
で　
あ　
る　
ス　
タ　
ッ　
フ　
が　
実　
施　
す　
る　

な　
ど　
、　
ボ　
ラ　
ン　
タ　
リ　
ー　
精　
神　
に　
よ　
る　
活　

動　
が　
続　
け　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

課
題
と
そ
の
解
決
策
5

出
店
希
望
者
の

意
欲
・
マ
ナ
ー
の
格
差

「　
い　
ち　
の　
せ　
き　
夢　
実　
行　
委　
員　
会　
」　
で　

は　
、　
富　
山　
市　
や　
山　
形　
市　
の　
視　
察　
を　
通　
じ　

て　
、　
出　
店　
希　
望　
者　
間　
の　
意　
欲　
、　
マ　
ナ　
ー　

に　
大　
き　
な　
格　
差　
が　
あ　
る　
こ　
と　
は　
学　
ん　
で　

い　
ま　
し　
た　
。　

対　
応　
策　
と　
し　
て　「　
W  
A
’  s  
モ　
ー　
ル　
」　ル　
ー　

ル　
ブ　
ッ　
ク　
を　
作　
成　
し　
て　
出　
店　
者　
に　
徹　
底　

活動費総額　1,050万円

（内訳）

新世紀型商店街創出モデル事業

700万円

市の単年度予算　　 150万円

委員会自己資金　　 200万円

4月・蜂谷、藤原、尾形顧問3人で山形のチャレンジショップ視察

・一関チャレンジショップ実施を決意

5月・チラシを作成しスタッフ募集、アンケート調査実施（250人）

6月・ビルのオーナーに企画を説明し、支援を得る

・団体名は「岩手シティーマネジメント（ＩＣＭ）」（スタッフ6人）

7月・出店者募集のポスター作成・配布開始

・商工会議所青年部・青年会議所の後援を頂く

8月・出店希望者確保のためポスター配布

・岩手日報・読売新聞が掲載

9月・一関市と商工会議所の後援を頂く

10月・ＩＣＭの下部組織として「いちのせき夢空間実行委員会」を設置

・内外装や資金確保の問題に対応

11月・一関ケーブルテレビとサテライトスタジオの設置検討

12月・第１回の面接で合格者6人が決定

1月・市長と新春対談

3月・ネーミングが「ＷＡ'ｓ（ワッツ）モール」に決定

4月・出店者8人で第１回目のオーナー会を開催

5月・新世紀型商店街創出モデル事業対策委員会が設置 される

6月・商店街関係者と協同で新聞折込チラシ作成

・ワンデイショップ、多目的ルームの予約募集開始

・サテライトスタジオでの毎週金曜生放送決定

7月・7月6日「ＷＡ'ｓ（ワッツ）モール」オープン

スタッフによる店舗設計の入念な検討いちのせき夢空間実行委員会の意見交換会

2
0
0
1

2
0
0
2

3  

今　
後　
の　
展　
望　



野　
尻　
町　
は　
、　
宮　
崎　
県　
の　
南　
西　
部　
に　
位　
置　
し　
、　

地
勢
は
北
部
で
二
百
五
十

か
ら
五
百
九

十　

の　
山　
が　
連　
な　
る　
、　
人　
口　
一　
万　
人　
弱　
の　
町　

で　
す　
。　
町　
の　
基　
幹　
産　
業　
は　
農　
業　
で　
あ　
り　
、　
畜　

産　
と　
園　
芸　
作　
物　
と　
の　
複　
合　
経　
営　
を　
中　
心　
と　
す　

る　
魅　
力　
あ　
る　
農　
業　
の　
構　
築　
に　
向　
け　
て　
専　
業　
経　

営　
へ　
の　
転　
換　
が　
図　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
と　
く　
に　
、　

町　
の　
シ　
ン　
ボ　
ル　
的　
存　
在　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
メ　
ロ　

ン　
は　
耕　
種　
・　
園　
芸　
部　
門　
の　
柱　
と　
な　
っ　
て　
、　
県　

が　
推　
進　
し　
て　
い　
る　
農　
産　
物　
の　
宮　
崎　
ブ　
ラ　
ン　
ド　

確　
立　
に　
大　
き　
く　
貢　
献　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

毎　
年　
初　
夏　
に　
開　
催　
さ　
れ　
る　
メ　
ロ　
ン　
フ　
ェ　
ア　

も　
十　
一　
年　
目　
を　
迎　
え　
、　
二　
日　
間　
で　
販　
売　
予　
定　

数　
量　
の　
一　
万　
五　
千　
個　
が　
完　
売　
す　
る　
な　
ど　
、　
今　

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

年　
も　
大　
盛　
況　
の　
う　
ち　
に　
幕　
を　
閉　
じ　
ま　
し　
た　
。　

早　
朝　
か　
ら　
多　
数　
の　
来　
場　
者　
で　
長　
蛇　
の　
列　
が　
で　

き　
る　
ほ　
ど　
に　
な　
っ　
た　
野　
尻　
町　
の　
メ　
ロ　
ン　
も　
、　

こ　
れ　
だ　
け　
の　
知　
名　
度　
を　
得　
る　
に　
は　
長　
年　
の　
努　

力　
を　
要　
し　
ま　
し　
た　
。　

一　
九　
六　
九　
年　
、　
農　
家　
の　
青　
年　
五　
、　
六　
人　
の　

取　
り　
組　
み　
に　
よ　
り　
、　
メ　
ロ　
ン　
栽　
培　
が　
始　
ま　
り　

ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
そ　
の　
後　
三　
十　
年　
を　
超　
え　

る　
歳　
月　
を　
か　
け　
て　
、　
現　
在　
で　
は　
宮　
崎　
県　
内　
で　

最　
多　
の　
生　
産　
高　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
イ　
ギ　
リ　

ス　
の　
ア　
ー　
ル　
ス　
伯　
爵　
が　
好　
ん　
で　
食　
べ　
て　
い　
た　

こ　
と　
か　
ら　
名　
前　
が　
つ　
い　
た　
「　
ア　
ー　
ル　
ス　
メ　
ロ　

ン　
」　
と　
、　
麝　
香　
（　
じ　
ゃ　
こ　
う　
）　
の　
臭　
い　
か　
ら　

名　
前　
が　
つ　
い　
た　
「　
マ　
ス　
ク　
メ　
ロ　
ン　
」　。　
野　
尻　

町　
で　
は　
「　
ア　
ー　
ル　
ス　
メ　
ロ　
ン　
」　
と　
オ　
レ　
ン　
ジ　

色　
の　
果　
肉　
の　
「　
赤　
肉　
メ　
ロ　
ン　
」　
を　
栽　
培　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　

最　
近　
で　
は　
、　
メ　
ロ　
ン　
を　
利　
用　
し　
た　
新　
商　
品　

の　
開　
発　
に　
も　
熱　
心　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
お　
り　
、　
そ　

の　
一　
つ　
が　
メ　
ロ　
ン　
ア　
イ　
ス　
で　
す　
。　
高　
級　
な　
メ　

ロ　
ン　
を　
贅　
沢　
に　
使　
い　
、　
さ　
っ　
ぱ　
り　
と　
ま　
ろ　
や　

か　
な　
メ　
ロ　
ン　
本　
来　
の　
味　
と　
香　
り　
が　
た　
っ　
ぷ　
り　

と　
楽　
し　
め　
ま　
す　
。　
青　
肉　
メ　
ロ　
ン　
を　
使　
用　
し　
た　

「　
雅　
」　
と　
、　
赤　
肉　
メ　
ロ　
ン　
を　
使　
用　
し　
た　
「　
妃　
」　

が　
新　
た　
な　
人　
気　
を　
集　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

■
宮
崎
県
野
尻
町

町
民　
の　
努
力　
が　

高
級　
メ　
ロ　
ン　
と　
し　
て　
結
実

宮崎県野尻町　総務企画課
◎電話　0984-44-1100
◎ホームページURL http://www.face.ne.jp/nojiri

問い合わせ先

町に広がるメロン栽培

具　
志　
川　
市　
は　
、　
那　
覇　
市　
か　
ら　
北　
東　
約　
二　
十　

五　

の　
所　
に　
位　
置　
し　
、　
南　
東　
に　
伸　
び　
る　

勝　
連　
半　
島　
を　
境　
に　
金　
武　
湾　
と　
中　
城　
湾　
の　
二　
つ　

の　
湾　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
中　
城　
湾　
は　
新　
港　
地　
区　
と　

し　
て　
港　
湾　
整　
備　
事　
業　
が　
進　
め　
ら　
れ　
て　
お　
り　
、　

具　
志　
川　
市　
の　
産　
業　
振　
興　
の　
起　
爆　
剤　
と　
し　
て　
大　

き　
な　
期　
待　
が　
寄　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

具　
志　
川　
市　
は　
古　
く　
か　
ら　
肥　
沃　
な　
土　
地　
と　
水　

メ
ー

ト
ル

キ
ロ

に　
恵　
ま　
れ　
、　
近　
代　
に　
な　
っ　
て　
、　
首　
里　
や　
那　
覇　

の　
士　
族　
が　
移　
り　
住　
ん　
で　
多　
く　
の　
集　
落　
を　
形　
成　
、　

純　
農　
村　
と　
し　
て　
発　
展　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　

で　
も　
、　
豊　
か　
な　
水　
と　
緑　
を　
生　
か　
し　
、　「　
活　
力　

あ　
る　
緑　
の　
ま　
ち　
具　
志　
川　
」　
を　
キ　
ャ　
ッ　
チ　
フ　
レ　

ー　
ズ　
に　
、　
都　
市　
と　
農　
村　
の　
調　
和　
の　
と　
れ　
た　
住　

み　
よ　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
を　
推　
進　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
具　
志　
川　
市　
で　
、　
最　
近　
新　
た　
な　
特　
産　
品　

が　
誕　
生　
し　
ま　
し　
た　
。　
世　
界　
初　
の　
海　
水　
を　
霧　
化　

し　
、　
瞬　
間　
空　
中　
結　
晶　
化　
す　
る　
製　
塩　
方　
法　
で　
生　

ま　
れ　
た　
「　
ぬ　
ち　
マ　
ー　
ス　
」　
と　
呼　
ば　
れ　
る　
塩　
で　

す　
。　
こ　
れ　
は　
、　
沖　
縄　
の　
海　
水　
に　
含　
ま　
れ　
る　
す　

べ　
て　
の　
ミ　
ネ　
ラ　
ル　
を　
取　
り　
こ　
ぼ　
す　
こ　
と　
な　
く　

製　
塩　
し　
て　
お　
り　
、　
ミ　
ネ　
ラ　
ル　
含　
有　
量　
世　
界　
一　

で　
ギ　
ネ　
ス　
ブ　
ッ　
ク　
に　
も　
載　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ま　

た　
、　
塩　
分　
も　
七　
一　
％　
に　
抑　
え　
ら　
れ　
、　
高　
血　
圧　

を　
引　
き　
起　
こ　
す　
原　
因　
と　
さ　
れ　
る　
高　
塩　
分　
摂　
取　

に　
対　
す　
る　
解　
決　
の　
可　
能　
性　
も　
秘　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
ぬ　
ち　
マ　
ー　
ス　
」　
は　
医　
学　
的　
に　
も　
注　
目　
を　
集　

め　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
料　
理　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
う　
が　
い　
や　
歯　
磨　

き　
時　
に　
利　
用　
し　
た　
り　
、　
乾　
燥　
肌　
の　
乾　
燥　
や　
か　

さ　
つ　
き　
を　
抑　
え　
る　
効　
果　
か　
ら　
美　
容　
と　
健　
康　
の　

ア　
イ　
テ　
ム　
と　
し　
て　
使　
わ　
れ　
る　
な　
ど　
、　
そ　
の　
利　

用　
方　
法　
も　
さ　
ま　
ざ　
ま　
に　
広　
が　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

■
沖
縄
県
具
志
川
市

料
理　
だ　
け　
で　
な　
い　

美
容
と　
健
康　
の　
た　
め　
の　
塩

沖縄県具志川市　企画課
◎電話　098-974- 3111
◎ホームページURL http://www.city.gushikawa.okinwawa.jp/main.html

問い合わせ先
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こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

「　
美　
酒　
鍋　
」　は　
、　
酒　
造　
り　
に　
取　
り　
組　
む　
杜　
氏　

た　
ち　
が　
、　
空　
腹　
を　
癒　
す　
た　
め　
に　
蔵　
の　
中　
で　
つ　

く　
っ　
た　
料　
理　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
た　

め　
、　
だ　
し　
に　
日　
本　
酒　
を　
た　
っ　
ぷ　
り　
用　
い　
た　
料　

理　
と　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　
蔵　
人　
た　
ち　
を　
元　
気　
づ　
け　

る　
ス　
タ　
ミ　
ナ　
料　
理　
と　
し　
て　
西　
条　
の　
各　
蔵　
に　
広　

ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
豚　
肉　
、　
鶏　
肉　
、　
砂　
ず　
り　
（　
砂　

ぎ　
も　
）　
白　
菜　
、　
葱　
、　
コ　
ン　
ニ　
ャ　
ク　
な　
ど　
の　
具　

に　
酒　
を　
注　
ぎ　
、　
味　
付　
け　
は　
塩　
と　
コ　
シ　
ョ　
ウ　
の　

み　
。　
お　
酒　
が　
飲　
め　
な　
い　
人　
で　
も　
酔　
わ　
ず　
に　
食　

べ　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
新　
鮮　
な　
材　
料　
で　
作　
る　
栄　
養　
満　

点　
の　
鍋　
と　
評　
判　
で　
す　
。　

こ　
の　
ほ　
か　
、　
各　
蔵　
元　
の　
酒　
蔵　
を　
活　
用　
し　
た　

コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
や　
酒　
器　
展　
示　
、　
普　
段　
は　
入　
る　
こ　

と　
の　
で　
き　
な　
い　
酒　
蔵　

の　
見　
学　
や　
限　
定　
酒　
の　

販　
売　
な　
ど　
、　
趣　
向　
を　

凝　
ら　
し　
た　
イ　
ベ　
ン　
ト　

も　
開　
催　
さ　
れ　
、　
ほ　
ろ　

酔　
い　
気　
分　
で　
酒　
文　
化　

を　
満　
喫　
で　
き　
ま　
す　
。　

今　
年　
は　
十　
月　
十　
二　
、　

十　
三　
の　
両　
日　
に　
開　
催　

さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

「ぬちマース」を使った特産品

広　
島　
県　
東　
広　
島　
市　
は　
、　
広　
島　
県　
の　
ほ　
ぼ　
中　

央　
に　
位　
置　
し　
、　
灘　
・　
伏　
見　
と　
並　
び　
日　
本　
の　
三　

大　
銘　
醸　
地　
と　
う　
た　
わ　
れ　
る　
「　
酒　
都　
・　
西　
条　
」　

を　
擁　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
Ｊ　
Ｒ　
西　
条　
駅　
前　
を　
東　
西　

に　
走　
る　
旧　
山　
陽　
道　
沿　
い　
に　
は　
、　
造　
酒　
屋　
八　
社　

が　
軒　
を　
連　
ね　
、　
酒　
蔵　
の　
白　
壁　
、　
な　
ま　
こ　
壁　
に　

赤　
瓦　
と　
赤　
れ　
ん　
が　
の　
煙　
突　
が　
美　
し　
く　
調　
和　
し　

独　
特　
の　
景　
観　
を　
つ　
く　
り　
出　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

酒　
造　
り　
の　
季　
節　
に　
な　
る　
と　
ほ　
の　
か　
な　
新　
酒　

の　
香　
り　
に　
包　
ま　
れ　
る　
こ　
の　
エ　
リ　
ア　
で　
は　
、　
毎　

年　
十　
月　
に　
「　
酒　
ま　
つ　
り　
」　
が　
開　
催　
さ　
れ　
、　
例　

年　
二　
十　
万　
人　
の　
来　
訪　
者　
を　
集　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

会　
場　
で　
は　
、　
全　
国　
の　
蔵　
元　
か　
ら　
集　
め　
ら　
れ　
た　

約　
八　
百　
七　
十　
の　
銘　
酒　
を　
味　
わ　
い　
な　
が　
ら　
、　
名　

物　
の　
郷　
土　
料　
理　
「　
美　
酒　
鍋　
」　
に　
舌　
鼓　
を　
打　
つ　

■
広
島
県
東
広
島
市

酒
都
西
条　
の　
酒
文
化
と　

郷
土
料
理　
に　
酔
う

広島県東広島市　商工観光課
◎電話　0824-20-0941
◎ホームページURL http://www.city.higashihiroshima.hiroshima.jp/

問い合わせ先

酒まつりで美酒鍋を囲む来場者

富　
士　
山　
の　
西　
南　
麓　
に　
広　
が　
る　
富　
士　
宮　
市　
は　
、　

富　
士　
山　
の　
登　
山　
客　
や　
浅　
間　
大　
社　
の　
参　
拝　
客　
で　

賑　
わ　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
門　
前　
町　
と　
し　
て　
知　
ら　

れ　
て　
い　
た　
こ　
の　
富　
士　
宮　
市　
は　
、　
現　
在　
「　
や　
き　

そ　
ば　
の　
町　
」　
と　
し　
て　
全　
国　
的　
な　
知　
名　
度　
を　
得　

る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
き　
っ　
か　
け　
は　
、　

中　
心　
市　
街　
地　
の　
活　
性　
化　
を　
テ　
ー　
マ　
と　
し　
て　
、　

市　
と　
商　
工　
会　
議　
所　
が　
一　
九　
九　
九　
年　
に　
開　
催　
し　

た　
「　
市　
民　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
」　
で　
し　
た　
。　
集　

ま　
っ　
た　
市　
民　
六　
十　
人　
が　
、　
ど　
の　
よ　
う　
に　
し　
て　

市　
街　
地　
に　
客　
を　
呼　
び　
込　
む　
の　
か　
に　
つ　
い　
て　
議　

論　
す　
る　
中　
で　
、　
富　
士　
宮　
独　
特　
の　
や　
き　
そ　
ば　
に　

焦　
点　
が　
絞　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

市　
内　
に　
は　
昔　
か　
ら　
多　
く　
の　
や　
き　
そ　
ば　
屋　
が　

あ　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
そ　
れ　
ら　
の　
店　
で　
使　
わ　
れ　
て　

い　
る　
麺　
に　
特　
に　
注　
目　
が　
集　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
や　

き　
そ　
ば　
の　
麺　
は　
、　
一　
般　
的　
に　
小　
麦　
粉　
と　
水　
で　

練　
っ　
て　
蒸　
し　
た　
後　
に　
ボ　
イ　
ル　
し　
ま　
す　
が　
、　
富　

士　
宮　
の　
麺　
は　
蒸　
し　
た　
後　
、　
強　
制　
的　
に　
冷　
や　
し　
、　

油　
で　
表　
面　
を　
コ　
ー　
テ　
ィ　
ン　
グ　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
た　
め　
、　
麺　
に　
腰　
が　
あ　
り　
、　
硬　
め　
の　
食　
感　

が　
大　
き　
な　
特　
徴　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
麺　

に　
、　
豚　
の　
背　
油　
か　
ら　
ラ　
ー　
ド　
を　
搾　
り　
取　
っ　
た　

後　
の　
肉　
か　
す　
を　
使　
用　
し　
て　
う　
ま　
味　
を　
出　
し　
、　

ま　
た　
、　
焼　
き　
あ　
が　
っ　
た　
や　
き　
そ　
ば　
の　
上　
に　
、　

イ　
ワ　
シ　
の　
削　
り　
粉　
を　
振　
り　
掛　
け　
る　
こ　
と　
で　
、　

一　
層　
の　
風　
味　
を　
引　
き　
出　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
の　
卒　
業　
生　
が　
、　

「　
富　
士　
宮　
や　
き　
そ　
ば　
学　
会　
」　
を　
設　
立　
し　
、　
会　

員　
は　
自　
ら　
を　
「　
や　
き　
そ　
ば　
Ｇ　
麺　
」　
と　
名　
乗　
り　
、　

市　
内　
百　
数　
店　
を　
調　
査　
し　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
店　
の　

特　
徴　
を　
掲　
載　
し　
た　
手　
作　
り　
の　
や　
き　
そ　
ば　
マ　
ッ　

プ　
を　
作　
成　
し　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
他　
、　
同　
じ　
く　

「　
や　
き　
そ　
ば　
の　
町　
」　
を　
掲　
げ　
る　
秋　
田　
県　
横　
手　

市　
と　
の　
食　
べ　
比　
べ　
を　
行　
う　
な　
ど　
、　
や　
き　
そ　
ば　

を　
起　
爆　
剤　
に　
し　
た　
ま　
ち　
お　
こ　
し　
は　
、　
ま　
す　
ま　

す　
活　
発　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

■
静
岡
県
富
士
宮
市

住
民　
の　
ア　
イ　
デ　
ア　
か　
ら　

地
元　
の　
名
物　
が　
全
国
区　
に　

静岡県富士宮市　企画調整課
◎電話　0544-22-1114
◎ホームページURL http://www.city.fujinomiya.shizuoka.jp/

問い合わせ先

3,776人のやきそばを焼く

問い合わせ先：電源地域振興センター 企画調査部 広報課 電話 03-5562-9730  e-mail:kouhou@div.dengen.or.jp
「地域のひろば」編集室では、「ふるさとじまんの一品」を紹介します。

皆様の地域の「ふるさとじまんの一品」の写真とコメントをどしどしお寄せください。

電源地域から「ふるさとじま んの一品」をご紹介します。
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江　
村　
の　
農　
業　
の　
未　
来　
を　
見　
据　
え　
た　
加　
工　
事　

業　
の　
推　
進　
を　
、　
議　
会　
や　
Ｊ　
Ａ　
と　
粘　
り　
強　
く　

協　
議　
を　
重　
ね　
、　
ま　
た　
行　
政　
で　
当　
時　
熱　
心　
に　

事　
業　
の　
推　
進　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
た　
担　
当　
の　

長　
谷　
部　
建　
美　
さ　
ん　
を　
出　
向　
さ　
せ　
る　
条　
件　
で　
、　

第　
三　
セ　
ク　
タ　
ー　
方　
式　
で　
の　
農　
産　
加　
工　
所　
の　

設　
立　
に　
至　
り　
ま　
し　
た　
。　

「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
の　
第　
三　
セ　
ク　
タ　
ー　

と　
し　
て　
の　
大　
き　
な　
特　
徴　
に　
、　
以　
前　
か　
ら　
厳　

し　
い　
指　
摘　
を　
受　
け　
て　
き　
た　
静　
岡　
県　
の　
老　
舗　

ワ　
サ　
ビ　
販　
売　
の　
Ｔ　
社　
も　
出　
資　
企　
業　
と　
な　
っ　

て　
い　
る　
こ　
と　
が　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
が　
事　
業　
の　
成　

功　
の　
も　
と　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
中　

津　
江　
産　
の　
ワ　
サ　
ビ　
原　
料　
を　
購　
入　
し　
て　
い　
た　

Ｔ　
社　
は　
、　
出　
資　
を　
機　
に　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　

に　
製　
品　
の　
加　
工　
を　
委　
託　
す　
る　
こ　
と　
に　
し　
ま　

し　
た　
。　
し　
か　
し　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
の　
期　

待　
に　
反　
し　
、　
当　
初　
受　
託　
で　
き　
た　
加　
工　
量　
は　

五　

に　
す　
ぎ　
ず　
、　
加　
工　
事　
業　
で　
は　
社　
員　
一　

人　
分　
の　
月　
給　
も　
出　
な　
い　
よ　
う　
な　
状　
況　
で　
し　

た　
。　
そ　
の　
後　
、　
販　
売　
会　
社　
か　
ら　
の　
技　
術　
指　

導　
を　
仰　
ぎ　
つ　
つ　
売　
り　
上　
げ　
を　
増　
加　
さ　
せ　
て　

い　
き　
、　
一　
億　
円　
を　
超　
え　
た　
こ　
ろ　
か　
ら　
技　
術　

移　
転　
が　
完　
了　
し　
た　
と　
認　
め　
ら　
れ　
、　
一　
九　
九　

七　
年　
に　
は　
加　
工　
品　
は　
九　
五　

全　
量　
を　
受　
託　

す　
る　
こ　
と　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

設　
立　
当　
初　
よ　
り　
全　
量　
を　
受　
託　
で　
き　
る　
と　

考　
え　
て　
い　
た　
計　
画　
に　
関　
し　
、　「　
行　
政　
特　
有　

の　
甘　
え　
が　
出　
て　
し　
ま　
っ　
た　
」　
と　
長　
谷　
部　
さ　

ん　
は　
反　
省　
の　
弁　
を　
述　
べ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　

「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
に　
か　
け　
る　
熱　
意　
に　
打　

た　
れ　
、　
技　
術　
指　
導　
の　
み　
な　
ら　
ず　
経　
営　
指　
導　
、　

職　
員　
指　
導　
ま　
で　
行　
っ　
て　
き　
た　
Ｔ　
社　
に　
と　
っ　

て　
、　
長　
谷　
部　
さ　
ん　
は　
欠　
か　
せ　
な　
い　
存　
在　
と　

ト
ン

ト
ン

な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　「　
長　
谷　
部　
さ　
ん　
が　
異　
動　

と　
な　
る　
な　
ら　
ば　
、　
自　
社　
も　
提　
携　
を　
解　
消　
す　

る　
」　
と　
言　
わ　
れ　
る　
ま　
で　
の　
信　
頼　
を　
得　
て　
い　

ま　
す　
。　

長　
谷　
部　
さ　
ん　
の　
中　
津　
江　
村　
特　
産　
品　
に　
対　

す　
る　
思　
い　
は　
、　
販　
路　
拡　
大　
に　
も　
色　
濃　
く　
反　

映　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
現　
在　
は　
、　
販　
売　
店　
舗　

も　
七　
百　
店　
を　
超　
え　
る　
ま　
で　
に　
拡　
大　
し　
ま　
し　

た　
が　
、　
初　
期　
の　
取　
引　
先　
に　
は　
、　
す　
べ　
て　
体　

当　
た　
り　
の　
営　
業　
で　
中　
津　
江　
産　
を　
ア　
ピ　
ー　
ル　

し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
営　
業　
先　
か　
ら　
門　
前　
払　
い　

に　
近　
い　
対　
応　
を　
さ　
れ　
た　
り　
、　
ま　
た　
、　「　
こ　

れ　
で　
は　
売　
れ　
な　
い　
よ　
」　
と　
厳　
し　
い　
指　
摘　
も　

受　
け　
た　
り　
も　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　「　
そ　
れ　
も　
ま　

た　
愛　
情　
」　
と　
受　
け　
止　
め　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　

製　
品　
の　
改　
良　
に　
臨　
み　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
柔　
軟　

な　
姿　
勢　
は　
、　
よ　
り　
美　
味　
し　
い　
中　
津　
江　
村　
の　

特　
産　
を　
消　
費　
者　
に　
食　
べ　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
と　

い　
う　
思　
い　
か　
ら　
で　
あ　
り　
、　
そ　
れ　
が　
販　
売　
各　

店　
が　
信　
頼　
を　
寄　
せ　
る　
も　
の　
づ　
く　
り　
に　
結　
び　

つ　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
同　
社　
で　
は　
、　
五　
年　
ほ　
ど　
前　
か　
ら　
イ　

ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
に　
よ　
る　
販　
売　
を　
行　
っ　
て　
お　

り　
、　
現　
在　
で　
は　
売　
上　
高　
の　
一　
〇　
％　
を　
占　
め　

て　
い　
ま　
す　
。　
同　
社　
で　
は　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　

で　
買　
い　
物　
を　
さ　
れ　
た　
顧　
客　
の　
名　
前　
を　
覚　
え　
、　

電　
話　
で　
の　
問　
い　
合　
わ　
せ　
を　
受　
け　
た　
際　
に　
は　

即　
時　
に　
対　
応　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
し　
て　
い　
る　
な　

ど　
、　
き　
め　
細　
か　
な　
対　
応　
を　
試　
み　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
消　
費　
者　
の　
声　
に　
耳　
を　
傾　
け　

る　
柔　
軟　
な　
姿　
勢　
は　
、　「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　

の　
商　
品　
開　
発　
に　
お　
い　
て　
も　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

開　
発　
自　
体　
は　
自　
社　
で　
行　
っ　
て　
い　
る　
も　
の　
の　
、　

そ　
の　
前　
提　
と　
な　
る　
消　
費　
者　
動　
向　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
バ　
イ　
ヤ　
ー　
か　
ら　
の　
情　
報　
収　
集　
を　
常　
に　

心　
が　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

地　
元　
農　
産　
物　
の　
品　
質　
向　
上　
に　
努　
め　
、　
加　

工　
技　
術　
の　
改　
善　
に　
臨　
み　
、　
か　
つ　
消　
費　
者　
の　

ニ　
ー　
ズ　
を　
忠　
実　
に　
商　
品　
開　
発　
に　
生　
か　
し　
て　

き　
た　
取　
り　
組　
み　
の　
積　
み　
重　
ね　
が　
、　
現　
在　
の　

好　
業　
績　
を　
つ　
く　
り　
だ　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　

結　
果　
、　
設　
立　
時　
に　
は　
五　
名　
で　
あ　
っ　
た　
従　
業　

員　
も　
、　
現　
在　
で　
は　
十　
八　
名　
に　
ま　
で　
拡　
大　
し　
、　

過　
疎　
化　
が　
進　
む　
村　
に　
と　
っ　
て　
は　
大　
き　
な　
雇　

用　
の　
受　
け　
皿　
と　
し　
て　
も　
機　
能　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
中　
元　
の　
時　
期　
な　
ど　
繁　
忙　
期　
に　
は　
、　

臨　
時　
で　
従　
業　
員　
を　
二　
十　
五　
名　
程　
度　
に　
ま　
で　

増　
加　
さ　
せ　
て　
増　
産　
体　
制　
に　
臨　
み　
ま　
す　
が　
、　

そ　
の　
際　
に　
は　
、　
働　
け　
る　
人　
を　
集　
め　
る　
の　
に　

一　
苦　
労　
す　
る　
と　
い　
う　
特　
有　
の　
問　
題　
も　
生　
じ　

て　
き　
ま　
す　
。　

販　
売　
面　
で　
は　
、　
以　
前　
よ　
り　
課　
題　
で　
あ　
っ　

た　
中　
津　
江　
村　
の　
知　
名　
度　
向　
上　
が　
、　
ワ　
ー　
ル　

ド　
カ　
ッ　
プ　
開　
催　
時　
に　
カ　
メ　
ル　
ー　
ン　
チ　
ー　
ム　

の　
キ　
ャ　
ン　
プ　
地　
と　
な　
っ　
た　
こ　
と　
で　
大　
き　
く　

改　
善　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
百　
貨　
店　
の　
物　
産　
展　
で　

熱
意
と
人
柄
で

拡
大
し
て
い
っ
た
販
路

「お取引様の名刺は宝」と話される専務
取締役長谷部建美さん

事
業
の
成
功
要
因
〜

民
間
企
業
に
よ
る
出
資
と

技
術
移
転

地
元　
の　
雇
用
拡
大
と　

全
国
的
な　
知
名
度
向
上

■「つえエーピー」売り上げ・利益推移（千円）

大　
分　
県　
日　
田　
郡　
中　
津　
江　
村　
は　
、　
県　
南　
部　

に　
位　
置　
す　
る　
人　
口　
千　
三　
百　
人　
の　
村　
で　
す　
。　

村　
の　
面　
積　
の　
九　
割　
を　
森　
林　
が　
占　
め　
、　
①　
狭　

小　
耕　
地　
②　
夏　
期　
冷　
涼　
③　
多　
雨　
と　
い　
う　
自　
然　

条　
件　
を　
生　
か　
し　
、　
中　
津　
江　
村　
で　
は　
、　
園　
芸　

野　
菜　
、　
ワ　
サ　
ビ　
を　
核　
と　
す　
る　
独　
自　
の　
集　
約　

農　
業　
を　
展　
開　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
農　
業　
就　
業　

人　
口　
は　
、　
三　
百　
五　
十　
人　
（　
一　
九　
七　
五　
年　
）　

か　
ら　
百　
九　
十　
人　
（　
二　
〇　
〇　
〇　
年　
）　
ま　
で　
減　

少　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
ワ　
サ　
ビ　
栽　
培　
の　
粗　
生　
産　

額　
は　
、　
千　
四　
百　
万　
円　
（　
一　
九　
八　
八　
年　
）　
か　

ら　
四　
千　
二　
百　
万　
円　
（　
一　
九　
九　
八　
年　
）　
と　
、　

三　
倍　
増　
の　
伸　
び　
を　
示　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

中　
津　
江　
村　
の　
ワ　
サ　
ビ　
生　
産　
に　
お　
い　
て　
中　

心　
的　
な　
役　
割　
を　
果　
た　
し　
た　
の　
が　
、　
一　
九　
九　

二　
年　
に　
設　
立　
さ　
れ　
た　
第　
三　
セ　
ク　
タ　
ー　
「　
株　

式　
会　
社　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　

で　
す　
。　
ワ　
サ　
ビ　
、　
ユ　
ズ　
、　

コ　
ン　
ニ　
ャ　
ク　
と　
い　
っ　
た　

中　
津　
江　
村　
の　
特　
産　
品　
の　

加　
工　
・　
販　
売　
に　
特　
化　
し　

た　
事　
業　
を　
行　
う　
「　
つ　
え　

エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
は　
、　
設　
立　

後　
拡　
大　
を　
続　
け　
、　
今　
年　

度　
は　
二　
億　
円　
を　
超　
え　
る　

売　
り　
上　
げ　
を　
見　
込　
む　
ま　

で　
に　
成　
長　
を　
遂　
げ　
て　
い　

ま　
す　
。　（　
23
ペ　
ー　
ジ　

売　

上　
高　
推　
移　
参　
照　
）　。　

「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
の　
設　
立　
の　
背　
景　
に　

は　
、　
生　
産　
だ　
け　
で　
は　
農　
産　
物　
に　
付　
加　
価　
値　

を　
つ　
け　
ら　
れ　
ず　
、　
収　
益　
も　
上　
が　
ら　
な　
い　
と　

い　
う　
、　
農　
家　
が　
長　
年　
抱　
え　
て　
い　
た　
課　
題　
が　

あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
二　
十　
年　
程　
前　
、　
高　
速　
道　
路　

が　
未　
整　
備　
の　
こ　
ろ　
よ　
り　
ワ　
サ　
ビ　
を　
生　
産　
し　
、　

関　
東　
方　
面　
へ　
原　
料　
出　
荷　
し　
て　
い　
た　
中　
津　
江　

村　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
搬　
送　
時　
間　
の　
長　
さ　
に　
よ　

る　
商　
品　
の　
傷　
み　
が　
常　
に　
未　
解　
決　
の　
問　
題　
と　

し　
て　
残　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
た　
め　
、　
納　

入　
先　
の　
静　
岡　
県　
Ｔ　
社　
か　
ら　
は　
、　
輸　
入　
品　
と　

の　
比　
較　
か　
ら　
安　
い　
価　
格　
で　
の　
納　
品　
を　
提　
示　

さ　
れ　
る　
な　
ど　
、　
生　
産　
農　
家　
に　
と　
っ　
て　
は　
厳　

し　
い　
時　
期　
が　
続　
き　
ま　
し　
た　
。　

そ　
れ　
に　
追　
い　
討　
ち　
を　
か　
け　
た　
の　
が　
、　
一　

九　
九　
一　
年　
の　
大　
型　
台　
風　
に　
よ　
る　
風　
倒　
木　
災　

害　
で　
し　
た　
。　
一　
瞬　
に　
し　
て　
先　
祖　
よ　
り　
育　
て　

て　
き　
た　
杉　
が　
な　
ぎ　
倒　
さ　
れ　
、　
ワ　
サ　
ビ　
栽　
培　

地　
も　
甚　
大　
な　
被　
害　
を　
受　
け　
、　
栽　
培　
の　
継　
続　

も　
危　
ぶ　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ　
う　
し　
た　
な　
か　
、　
村　
で　
は　
「　
中　
津　
江　
村　

の　
農　
業　
改　
善　
の　
た　
め　
に　
は　
、　
生　
産　
だ　
け　
で　

な　
く　
加　
工　
も　
し　
、　
付　
加　
価　
値　
を　
つ　
け　
な　
く　

て　
は　
な　
ら　
な　
い　
」　
と　
し　
、　
加　
工　
事　
業　
へ　
の　

進　
出　
を　
計　
画　
し　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
流　
通　
の　

世　
界　
で　
、　
市　
場　
競　
争　
で　
勝　
ち　
残　
っ　
て　
い　
か　

な　
け　
れ　
ば　
成　
功　
し　
な　
い　
加　
工　
事　
業　
を　
、　
人　

材　
も　
い　
な　
い　
小　
さ　
な　
村　
で　
実　
施　
す　
る　
こ　
と　

に　
は　
、　
多　
く　
の　
反　
対　
意　
見　
も　
あ　
り　
、　
中　
津　

ワ
サ
ビ
加
工
品
な
ど
で

売
上
増
加
を
続
け
る

第
三
セ
ク
タ
ー

株式会社つえエーピー

（Agriculture Product）

大分県日田郡中津江村

大字栃野2791-1

1992年9月14日

4,700万円

代表取締役　坂本休（中津江村長）

専務取締役　長谷部建美

一般取締役　11名

監　　　査　2名

正社員8名、パート10名

社　名：

住　所：

設　立：　

資本金：

代表者：

役　員：

従業員：　

株式会社つえエーピー

大
分
県
日
田
郡
中
津
江
村

●問い合わせ先
（株）つえエーピー
電話 0973-54-3210
ホームページ URL
http://www.tennensouko.com/

◆
地
元
産
ワ
サ
ビ
の
加
工
･
販
売
事
業

中
山
間
農
業　
の　
衰
退
歯
止　
め　
へ　
―

高
付
加
価
値
を　
生　
む　

加
工
事
業　
へ　
方
向
転
換
す　
る　

「天然倉庫」のブランドを冠したセット商品。インターネット販

売も行っている。

設
立
の
経
緯
〜

農
業　
の　
未
来　
を　
か　
け　
た　

加
工
事
業　
へ　
の　
進
出
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は　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
記　
名　
帳　
を　
用　

意　
し　
て　
も　
ほ　
と　
ん　
ど　
使　
用　
さ　
れ　
な　
い　
だ　
ろ　

う　
と　
考　
え　
、　
恥　
ず　
か　
し　
い　
思　
い　
を　
し　
た　
く　

な　
い　
た　
め　
、　
準　
備　
し　
て　
き　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
消　
費　
者　
の　
間　
で　
も　
「　
中　
津　
江　
村　
」　

が　
認　
識　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
を　
証　
明　
す　
る　
よ　
う　
に　
、　

先　
日　
の　
物　
産　
展　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
記　
名　
帳　
が　

来　
店　
者　
の　
名　
前　
で　
埋　
ま　
っ　
て　
い　
く　
の　
を　
信　

じ　
ら　
れ　
な　
い　
思　
い　
で　
眺　
め　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

現　
在　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
が　
売　
り　
上　
げ　

を　
伸　
ば　
し　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
単　
に　
知　
名　
度　
の　

向　
上　
に　
便　
乗　
し　
て　
い　
る　
わ　
け　
で　
は　
決　
し　
て　

な　
く　
、　
中　
津　
江　
村　
に　
隣　
接　
す　
る　
上　
津　
江　
村　
、　

前　
津　
江　
村　
の　
三　
村　
で　
二　
十　
年　
前　
に　
「　
津　
江　

地　
域　
特　
産　
開　
発　
推　
進　
協　
議　
会　
」　
を　
設　
立　
し　

て　
、　
地　
域　
ぐ　
る　
み　
で　
「　
一　
村　
一　
品　
運　
動　
」　

の　
産　
物　
と　
し　
て　
取　
り　
組　
ん　
だ　
ワ　
サ　
ビ　
の　
栽　

培　
と　
、　
十　
年　
間　
に　
お　
よ　
ぶ　
農　
産　
加　
工　
事　
業　

の　
地　
道　
な　
努　
力　
の　
積　
み　
重　
ね　
が　
、　
質　
の　
高　

い　
加　
工　
製　
品　
に　
つ　
な　
が　
っ　
て　
い　
た　
た　
め　
で　

す　
。　
今　
後　
成　
長　
を　
持　
続　
さ　
せ　
、　
さ　
ら　
に　
発　

展　
し　
て　
い　
く　
た　
め　
に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
四　

つ　
の　
課　
題　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

課
題
１
　
生
産
事
業
へ
の
進
出

〈
発
展
し
つ
づ
け
る
た
め
の
生
産
シ
ス
テ

ム
の
組
織
化
〉

農　
業　
就　
業　
人　
口　
が　
減　
少　
し　
て　
い　
く　
中　
、　

農　
家　
が　
単　
体　
で　
農　
業　
を　
営　
む　
の　
は　
困　
難　
で　

あ　
り　
、　
今　
後　
は　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
が　
中　

心　
と　
な　
っ　
て　
農　
家　
を　
組　
織　
し　
た　
り　
、　
ま　
た　

は　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
自　
身　
が　
生　
産　
ま　
で　

手　
が　
け　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
加　
工　
、　
販　

売　
の　
み　
な　
ら　
ず　
、　
生　
産　
部　
門　
ま　
で　
抱　
え　
、　

企　
業　
と　
し　
て　
肥　
大　
化　
す　
る　
の　
で　
あ　
れ　
ば　
、　

分　
社　
化　
す　
る　
こ　
と　
も　
長　
谷　
部　
さ　
ん　
は　
視　
野　

に　
入　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　「　
強　
い　
組　
織　
と　
な　
る　

た　
め　
に　
も　
、　
利　
潤　
の　
内　
部　
留　
保　
も　
必　
要　
で　

あ　
る　
」　
と　
の　
意　
見　
は　
、　
行　
政　
職　
員　
で　
あ　
り　

な　
が　
ら　
、　
民　
間　
企　
業　
の　
運　
営　
に　
携　
わ　
る　
中　

で　
養　
わ　
れ　
た　
経　
営　
感　
覚　
で　
す　
。　

課
題
２
　
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

〈
周
辺
地
域
一
体　
の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
〉　

先　
の　
カ　
メ　
ル　
ー　
ン　
効　
果　
に　
よ　
り　
、　「　
中　

津　
江　
村　
」　
の　
名　
は　
全　
国　
区　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　

が　
、　
上　
津　
江　
村　
、　
前　
津　
江　
村　
も　
出　
資　
者　
と　

な　
っ　
て　
い　
る　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
に　
と　
っ　

て　
は　
、　
中　
津　
江　
村　
だ　
け　
で　
な　
く　
周　
辺　
地　
域　

も　
一　
体　
と　
な　
っ　
た　
発　
展　
を　
目　
指　
す　
必　
要　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　
思　
い　
を　
如　
実　
に　
反　
映　
し　

て　
い　
る　
の　
が　
、　「　
天　
然　
倉　
庫　
」　
と　
い　
う　
三　

村　
共　
通　
の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
名　
で　
あ　
り　
、　
津　
江　
地　

域　
の　
人　
情　
味　
と　
緑　
あ　
ふ　
れ　
る　
イ　
メ　
ー　
ジ　
を　

反　
映　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
各　
メ　
デ　
ィ　
ア　
が　
取　
材　

で　
取　
り　
上　
げ　
、　
便　
乗　
商　
品　
も　
出　
ま　
わ　
る　
中　
、　

「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
の　
事　
業　
は　
三　
村　
共　
同　

で　
進　
め　
て　
い　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
中　
津　
江　
村　

だ　
け　
が　
知　
名　
度　
が　
あ　
が　
れ　
ば　
よ　
い　
と　
い　
う　

考　
え　
方　
で　
は　
、　
事　
業　
の　
発　
展　
に　
は　
お　
の　
ず　

か　
ら　
限　
界　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
地　
元　
特　
産　
品　
に　

愛　
着　
と　
自　
信　
を　
持　
ち　
、　「　
一　
歩　
一　
歩　
着　
実　

に　
進　
ん　
で　
い　
く　
」　
と　
い　
う　
長　
谷　
部　
さ　
ん　
の　

言　
葉　
が　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　

の　
発　
展　
の　
方　
向　
性　
を　
示　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

課
題
３
　
事
業
の
多
角
化

〈
多
様
な
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
〉

本　
業　
が　
軌　
道　
に　
乗　
り　
始　
め　
た　
現　
在　
、　
地　

域　
の　
さ　
ら　
な　
る　
発　
展　
の　
た　
め　
に　
は　
、　「　
も　

の　
」　
づ　
く　
り　
か　
ら　
「　
む　
ら　
」　
づ　
く　
り　
へ　
の　

①食品メーカーの資本参加

T社の資本参加により、「つえエーピ

ー」へ技術移転がなされ、本格的な

加工受託につながっている。

②販路拡大のための
人材確保

事業責任者である長谷部さん氏自身

が、周囲の人たちに支えられている

という「人の縁」を大切にし、小売

現場に立ち続けたことが販路の拡大

につながっている。

③加工･販売事業への特化
農閑期（冬）の雇用対策としてではな

く、専門分野に特化した事業を行う

ことで、短期間で安定的な成長軌道

にのせることに成功している。

「つえエーピー」に見る
第3セクターの成功要因

●コラム●
今
後
の
課
題

転　
換　
が　
必　
要　
と　
な　
っ　
て　
き　
ま　
す　
。　
特　
に　
知　

名　
度　
に　
依　
存　
す　
る　
観　
光　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
本　

業　
で　
あ　
る　
ワ　
サ　
ビ　
や　
ユ　
ズ　
の　
加　
工　
を　
考　
慮　

し　
た　
グ　
リ　
ー　
ン　
・　
ツ　
ー　
リ　
ズ　
ム　
へ　
の　
期　
待　

が　
高　
ま　
り　
ま　
す　
。　
既　
に　
、　
手　
作　
り　
体　
験　
ツ　

ア　
ー　
な　
ど　
が　
企　
画　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
今　

後　
も　
特　
産　
品　
を　
核　
と　
し　
た　
ア　
グ　
リ　
ビ　
ジ　
ネ　

ス　
の　
展　
開　
が　
、　
中　
津　
江　
村　
周　
辺　
地　
域　
の　
発　

展　
に　
直　
結　
し　
て　
く　
る　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

課
題
４
　
後
継
者
の
育
成

〈
「
も
の
」　
づ
く
り
か
ら　
「
む
ら
」　
づ
く
り
、　

そ
し
て　
「
ひ
と
」　
づ
く
り　
へ　
〉　

こ　
れ　
ま　
で　
の　
「　
つ　
え　
エ　
ー　
ピ　
ー　
」　
の　
発　

展　
に　
は　
、　
運　
営　
者　
で　
あ　
る　
長　
谷　
部　
さ　
ん　
の　

手　
腕　
と　
、　
人　
柄　
か　
ら　
生　
ま　
れ　
た　
人　
脈　
に　
よ　

る　
と　
こ　
ろ　
が　
大　
き　
く　
寄　
与　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

組　
織　
運　
営　
に　
あ　
た　
っ　
て　
は　
、　
人　
の　
導　
き　
方　

が　
最　
も　
重　
要　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　
考　
え　
に　
至　
っ　

た　
長　
谷　
部　
さ　
ん　
は　
、　
増　
え　
つ　
つ　
あ　
る　
社　
員　

と　
の　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
に　
も　
大　
き　
く　

時　
間　
を　
割　
き　
、　
積　
極　
的　
に　
デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　

ョ　
ン　
す　
る　
機　
会　
を　
設　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
仕　
事　
は　
自　
ら　
創　
る　
べ　
き　
で　
、　
与　
え　
ら　

れ　
る　
べ　
き　
で　
な　
い　
」　「　
感　
謝　
の　
心　
」　
と　
い　
っ　
た　

言　
葉　
が　
事　
務　
所　
や　
工　
場　
の　
至　
る　
と　
こ　
ろ　
に　

掲　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
社　
員　
と　
思　
い　
を　
共　

有　
し　
た　
い　
と　
い　
う　
長　
谷　
部　
さ　
ん　
の　
思　
い　
か　

ら　
で　
す　
。　「　
も　
の　
」　づ　
く　
り　
、　「　
む　
ら　
」　
づ　
く　

り　
と　
夢　
を　
脹　
ら　
ま　
せ　
て　
い　
っ　
た　
長　
谷　
部　
さ　
ん　

に　
と　
っ　
て　
、　「　
ひ　
と　
」　
づ　
く　
り　
は　
さ　
ら　
に　
大　

き
な
夢
な　
の　
か
も
知
れ
ま
せ　
ん
。　
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今　
年　
も　
、　
電　
源　
地　
域　
の　
特　
産　
品　
や　

郷　
土　
芸　
能　
を　
一　
堂　
に　
集　
め　
、　
首　
都　
圏　

の　
人　
々　
に　
広　
く　
紹　
介　
す　
る　
「　
電　
気　
の　
ふ　

る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市　
」　
を　
十　
一　
月　
二　
十　
二　

日　
（　
金　
）　
か　
ら　
二　
十　
四　
日　
（　
日　
）　
ま　
で　
の　

三　
日　
間　
、　
千　
葉　
県　
の　
幕　
張　
メ　
ッ　
セ　
で　

開　
催　
し　
ま　
す　
。　
入　
場　
は　
無　
料　
で　
す　
。　

こ　
れ　
は　

（　財　）　
電　
源　
地　
域　
振　
興　
セ　
ン　
タ　

ー　
が　
、　
電　
源　
地　
域　
の　
特　
産　
品　
の　
販　
路　

や　
交　
流　
人　
口　
の　
拡　
大　
を　
図　
り　
、　
産　
業　

振　
興　
を　
支　
援　
す　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　
し　

て　
主　
催　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
年　
度　
は　
、　

過　
去　
最　
高　
の　
二　
百　
二　
十　
八　
市　
町　
村　
の　

参　
加　
が　
予　
定　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
電　
気　
の　

消　
費　
地　
で　
あ　
る　
首　
都　
圏　
の　
人　
た　
ち　
と　

の　
よ　
り　
多　
く　
の　
交　
流　
を　
進　
め　
て　
ゆ　
き　

ま　
す　
。　

会　
場　
内　
に　
は　
、　
各　
地　
の　
特　
産　
品　
の　

展　
示　
即　
売　
お　
よ　
び　
電　
源　
地　
域　
の　
食　
べ　

物　
・　
飲　
み　
物　
を　
そ　
の　
場　
で　
味　
わ　
え　
る　

実　
演　
販　
売　
、　「　
じ　
ま　
ん　
市　
大　
賞　
」　
の　
表　
彰　

式　
、　
郷　
土　
芸　
能　
を　
披　
露　
す　
る　
「　
お　
国　
じ　

ま　
ん　
ス　
テ　
ー　
ジ　
」　
な　
ど　
の　
ほ　
か　
、　
特　
産　

品　
の　
開　
発　
・　
改　
良　
、　
販　
路　
拡　
大　
の　
た　
め　

の　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　
を　
す　
る　
企　
画　
も　
設　
け　

て　
お　
り　
ま　
す　
。　

ぜ　
ひ　
こ　
の　
機　
会　
に　
「　
電　
気　
の　
ふ　
る　
さ　

と　
じ　
ま　
ん　
市　
」　で　
、　
美　
味　
し　
い　
も　
の　
に　
舌　

鼓　
を　
打　
ち　
な　
が　
ら　
、　
郷　
土　
芸　
能　
を　
堪　
能　

さ　
れ　
て　
は　
い　
か　
が　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

皆　
さ　
ま　
の　
お　
越　
し　
を　
お　
待　
ち　
し　
て　

お　
り　
ま　
す　
。　

第13回「電気のふるさとじまん市」開催のお知らせ

「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
の
読
者
の
皆
さ

ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
反
映
し
、

よ
り
良
い
誌
面
づ
く
り
に
役
立
て
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
三
千
四
百
カ
所
に

送
付
し
た
結
果
、
百
八
十
六
通
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
①
地
域
振

興
方
策
の
検
討
　
②
環
境
･
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
　
③
政
府
な

ど
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
の
収
集
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
の
誌
面
上
に
今

後
取
り
上
げ
て
欲
し
い
事
例
を
聞
き
ま

し
た
。
調
査
の
対
象
は
自
治
体
の
み
と

し
、
回
答
は
百
五
十
九
通
で
し
た
。

「
高
収
益
を
あ
げ
て
い
る
事
業
」
が
九

十
一
件
で
最
も
多
く
選
択
さ
れ
、
次
い

で
「
再
建
を
果
た
し
た
事
業
」
が
七
十

六
件
、
「
従
来
通
り
」
が
四
十
七
件
と

な
っ
て
お
り
、
収
益
性
と
事
業
の
再
建

に
対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度

「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
総
括
ア
ン
ケ
ー
ト

「地域のひろば」活用目的のアンケート項目

◆　
「　
地
域　
の　
ひ　
ろ　
ば　
」　の　
活
用
目
的

◆
今
後
取
り
上
げ
て
欲
し
い
事
例

活用方法１：地域振興

①地域振興方策について検討のため、地域振興先進事例を参考にした。

②地域振興方策についての検討のため、電源三法交付金活用事例を参考にした。

③広く配布する資料等のため、誌面を引用･複写するなどして活用した。

④掲載事例の市町村に直接問い合わせをし、さらに詳しい内容について情報収集を行った。

⑤具体的に活用しなかったが、読み物として楽しんだ。

⑥その他

活用方法2：環境・エネルギー問題

⑦広く配布する資料等のため、誌面を引用･複写するなどして活用した。

⑧掲載事例の連絡先に直接問い合わせをし、さらに詳しい内容について情報収集を行った。

⑨環境・エネルギー問題に新たな知識を得ることができ、自らの理解の向上に役立った。

⑩具体的に活用しなかったが、読み物として楽しんだ。

⑪その他

活用方法3：政府などから発信される情報の収集

⑫広く配布する資料等の作成のため、誌面を運用･複写するなどして活用した。

⑬電源三法交付金に関する新たな知識を得ることができ、自らの理解の向上に役立った。

⑭具体的に活用しなかったが、読み物として楽しんだ。

⑮その他

昨年の「電気のふるさとじまん市」会場風景
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本誌の取材にご協力いただき、ありがとうございました

読者の皆さまからのご意見・ご感想を反映したいと思います
折り込みのはがきアンケートにご協力をお願いします


